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本
稿

は
前
二
回

に
つ
づ
き
、
す

で
に
現
地
を
お
と
ず
れ
て

い
な
が
ら
、
初
代
藩
主
保
科
正
之

の
墓
所
が
未
見

で
あ

っ
た
た
め
に
保
留
し
た
、
会
津
若
松
藩
主
松
平

わ

い

だ
に

家
墓
所
と
、
今
年
に
な

っ
て
現
地
を
訪
れ
る

こ
と

の
で
き
た
備
前
岡
山
藩
主
池
田
家
墓
所

の
う
ち
、
岡
山
県
和
気
郡
吉
永
町
の
和
意
谷

に
あ
る
池
田
輝
政
墓
所
、
お

よ
び
兵
庫
県
姫
路
市
の
増
位
山
随
願
寺

と
書
写
山
円
教
寺
境
内
に
あ
る
播
磨
姫
路
藩
主
榊
原
家
墓
所

に
つ
い
て
述

べ
、
亀
跣
を
も

つ
石
碑

の
資
料
を
重
ね
て
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た

い
。
ま
た
、
身
近
な
と

こ
ろ
に
存
在
す
る

こ
と
を
知

っ
た
、
大
阪
市
阿
倍
野
区

の

「
北
畠
顕
家
卿
墓
碑

」
と
大
阪
府
藤
井
寺
市

の
道
明
寺
天
満
宮

の

「
土
師
連

八
島
君
廟
窟
碑
」
と

「
埜
見
賢
君
土
物
竈
跡
碑
」
を
合

わ
せ
て
取
り
上
げ
る

こ
と
と
し
た
。

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜

に
つ
い
て
は
、
先
に
述

べ
た

こ
と
の
ほ
か
、
と
く
に
付
け
加
え
る

こ
と

は
な

い
が
、
今
回
新
し
く
紹
介
す
る
資
料
を
ふ
く
め
て
、

こ
れ

ま
で
得
る

こ
と

の
で
き
た
資
料
を
年
代
順

に
並
べ
て
み
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
近
世
の
石
碑

に
亀

跣
が
用

い
ら
れ
る
年
代

の
初
現
や
、
時
代
に
よ
る
推
移
に

つ
い
て

一

つ
の
見
通

し
が
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ

る
の
で
、

こ
の
点

に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
た
。

ま
た
、
近
世

に
お
い
て
亀
映
す
な
わ
ち
海
亀
を
象

る
彫
像

が

一
体
何

を
手
本
と
し
て
彫
刻
さ
れ
た
の
か
と

い
う

こ
と
に

つ
い
て
動
物
絵
画

の
世
界
か
ら
考
え
て
み
る

こ
と

に
し
た
。
も
と
よ
り
専
門
領
域
を
逸
脱
し
た

こ
と
で
は
あ
る
が
、

き

ふ
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ご
批

判

と

ご
教
示

を

願

い
た

い
。

亀

跣
を

も

つ
石
碑

の
資

料

は
ま

だ
ま

だ
未

知
、

っ
て
終
結

に
し

た

い
と
思
う

。

未
見
の
も

の
が
あ
る
に
相
違
な

い
が
、

い
ず

れ
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
と

い
う
独
断

の
も
と
に
、

一
ま
ず
本
稿
を
も

二

日
本

で
の
展
開

と
遺

例

(続

)

1

み

ね

や
ま

保
科
正
之
見
祢
山
墓
所

福
島
県
会
津
に
所
在
す

る
会
津
若
松
藩
主
松
平
家
墓
所

の
う
ち
、

二
代
藩
主

か
ら
九
代
藩
主

に
至
る
会
津
若
松
市

の
院
内
山
墓
所
は
、
平
成
三
年
に
現
地
を
訪

れ

た
の
で
あ
る
が
、
同
県
恥
騨
郡
猪
苗
代
町
に
あ
る
初
代
藩
圭

保
科
正
之

の
見
祢
山
墓
所

は
、
今
年
に
な

っ
て
よ
う
や
く
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
譜

。

た
か
と
お

徳
川
二
代
将
軍
秀
忠

の
庶
子
と
し
て
、
慶
長
十
六
年

(
一
六

一
一
)
に
生
ま
れ
た
が
、
信
州
高
遠

(
現
在

の
長
野
県
上
伊
那
郡
高
遠
町

)
藩
主
保
科
正
光

の
養
子

と
し
て
成
長
し
た
。
寛
永
二
十
年
(
一
六
四
三
)、
正
之
三
十

一
歳

の
時
、
加
藤
明
成

の
除
封

の
後
を
承
け
て
会
津
若
松
藩
主
と
し
て
入
封
し
、
二
十
三
万
石
を
領
し

た
。
三
代
将
軍
家
光

の
異
母
弟
に
当

た
り
、
そ

の
遺
言

で
四
代
将
軍
家
綱

の
補
佐
役

と
し
て
幕
政

に
貢
献

し
、
近
世
初
期

に
お
け

る
名
大
名
と
し
て
評
価
さ
れ
て

い
諺

・
幼
少
よ
り
学
を
好

み
、
長
じ
て
家
光

の
禅

の
師
匠
で
あ
る
沢
庵

に
学

び
、
老
荘

の
学
を
修

め
た
。
承
応

元
年

(
一
六
五
二
)
四
十
二
歳

の
時
、
『
小
学
』
を
読
ん
で

こ
れ
に
傾
倒
し
、
朱
子
学
者
と
し
て
著
名

で
あ

っ
た
山
崎
闇
斎
を
賓
師
と
し
て
招

い
た

の
は
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)

の
こ
と
で
あ

っ
た
。

こ
れ
よ
り
先
、
寛
文
三

こ
れ
た
る

は
に

つ

年

(
一
六
六
三
)
に
は
、
吉
川
神
道
を
大
成
さ
せ
た
吉

川
惟
足
を
召
し
て
神
道
書

の
講
義
を
受
け
て
そ
の
奥
義
を
深
め
、
「
土
津
霊
神
」
の
称
号
を
受
け

て
い
る
。
保

と
し
ま
す

之

の
侍
講
を

つ
と
め
た
儒
者
、
横
田
俊
益
は
、
保

之
の
伝
記

『
土
津
霊
神
言
行
録
』
を
著
わ
し
て

い
る
が
、
巻
之
上

の
冒
頭

"
事
實
"
の
項
に
次

の
記
事
が
見
ら
れ

る
。

一

(
寛
文
)
+

一
年
辛
亥
十

一
月
十
七
日
、
奉
二
土
津
嬢
杜
之
號
訥
吉
川
惟
足
書

レ
之
。

一
同
日
惟
足
上
二
神
道
傳
授
、

一
事

二
事
三
事
四
重
之
謹
明
」
且
上

二籔
號
之
説
」

(48)



一
同
日
遺
二書
干
正
経
一
日
、
我
之
身

後
依
二
璽
號
之
儀
訥
藏
二
予
壽

穴
」
則
足
焉
、
友
松
勘
十
郎
書
レ
之
。

(
中
略
)

一
十
八

日
寅
下
刻
、
終
二
干
正
寝
」
壽
六
十

二
歳
、

と
記
し
、

つ
づ
く

「
行
状
」
の
項

の
末
尾

に
は
、

又
日
、
十
八

日
総
二
於
城
南
箕

田
(
現
在

の
三

田
)
邸
訥
上
自
二
朝
廷

一下
至
二
閻
巷
訥
莫
レ
不
下
慨
歎
爲
二
國
家
惜
占
之
、
相
弔
者
往
來
絡
繹
焉
、
令
胤
正
経
善
縫

二

志
」
不
作
二
佛
事
」
以
二
明
年
春
三
月
丁
酉
一
露
二葬
於
會
城

(
会
津
若
松
城

)
東
北
盤
梯
見
彌

山
一　
、
夏
建
レ
肚
、
請
二吉

田
兼
連

一安
二
鎭
之
」
延
寳
甲
寅
之
秋

立
レ
碑
、

と
あ

り
、
保
之

の
死
と
葬
儀

の
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
以
下
に
述

べ
る
会
津
若
松
藩
・王
歴
代

の
墓
所
は
、
儒
式
と
神
式

に
則

っ
た
独
特

の
形
式
で
あ

る
が
、
初
代

正
之

の
学
問
と
思
想
に
裏

づ
け
ら
れ
た
遺
構
と

い
う

こ
と
が
で
き
る

の
で
あ
る
。

「
土
津
霊
神
」

の
神
号
を
授
け
ら
れ
て

い
た
保
科
正
之

は
、
寛
文
十
二
年

(
一
六
七
二
)、
会
津

に
下
向
し
、
自
ら
寿
蔵
地

と
し
て
猪
苗
代
湖
を
眼
下

に
見
お

ろ

い
わ
さ
き

す
、
磐
梯
山

の
ふ
も
と
見
祢
山

の
磐
椅
神
社

の

一
か
く
を
遷
定
し
た
。

こ
の
年

の
十

二
月
、
正
之
は
江
戸
三
田
の
藩
邸

で
病
没
し
た
が
、
翌
延
宝
八
年
(
一
六
七
三
)

三
月

二
十
七
日
、
遺
言
に
従

っ
て
墓
所
は
見
祢
山

に
造
営
さ
れ
た
。
墳
墓

の
構
築
は
四
月
三

日
ま
で
に
完
了
し
、
六
月
十

一
日
に
は
、
墳
墓

の
前

に

「
会
津
中
納
言

源
君
之
墓
」
と
刻
ん
だ
表

石
を
設
け
、
十
月
十

一
日
に
は
、
墳
墓
の
上

に
高
さ

一
丈

二
尺
四
寸
五
分

(
約
四
・
一
メ
ー
ト

ル
)
、
径
九
尺
二
寸

(約
三
メ
ー
ト

ル
)
の

八
角
形

の
鎮

石
が
設
け
ら
れ
、
翌
延
宝

二
年

(
一
六
七
四
)
九
月
二
十
二
日
に
は
、
山
崎
闇
斎

が
選
述
し
、

正
之
の
遺
徳
を
称
え

た
、
高
さ

一
丈
八
尺

(
約
六
メ
ー

ト

ル
)
、
幅
六
尺

(約

ニ
メ
ー
ト

ル
)
×
五
尺

(
一
六

・
五
メ
ー
ト
ル
)
の
巨
大
な
亀
跣
を
台
座

と
し
た
碑
身

に
、

一
九
四
三
字

か
ら
成

る

「
土
津
霊
神
墓
誌
銘
」
を

は
ヨ

刻
ん
だ
碑
石
が
建

て
ら
れ
た
。

こ
の
碑
文
は
、
『
土
津
霊
神
言
行
録
』
を
は
じ
め
、
諸
書

に
収
載
さ
れ
て
著
名

で
あ

る
。

碑

は
土
津
神
社

の
境
内
、
墓
道

の
入

口
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
立
て
ら
れ
て

い
る
。
西
を
正
面
と
し
、
上
部

に

「
土
津
璽
神
碑
」

の
五
文
字
を
右
か
ら
左

へ
横
向
き

に
築
書

で
、

そ
の
下
に

一
五
行
、
以
下
左
回
り
に
北
面

一
二
行
、
東
面

一
五
行
、
南
面

一
〇
行
、
計
五
二
行

の
碑
文
を
そ
れ
ぞ
れ
楷
書

で
刻
ま
れ
て
い
る
。

一
字

の

大
き
さ
が
三
寸

(
約

一
〇
セ
ン
チ

)
角

の
文
字

で
あ
り
、
現
在

で
も

明
瞭
に
読

み
取

る
こ
と
が
で
き
る

(
図
版

二
)
。

　

る

次

に
碑
文
を
刻
ま
れ
た
体
裁

の
ま
ま
掲
げ
る
。

さ

ふ

亀
朕
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)
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焉
塞
神
性
剛
正
而
和
淳
自
幼
讃
書
不
惑
年
始
讃
小
學
知
大
學
之
基
焚
向
前
所
讃
老
佛
之
書
専
攻
漁
洛
關
閾
之

書
用
力
於
敬
功
夫
日
新
也
其
言
日
主

一
無
適
則
存
得
未
獲
之
気
象
動
亦
定
静
亦
定
聖
人
無
情
而
性
之
者
其
庶

幾
乎
又
云
程
門
静
坐
之
法
楊
氏
羅
氏
李
氏
能
授
受
之
三
子
傳
心
録
於
是
乎
編
契
嘗
歎
玉
山
講
義
之
精
為
之
附

録
則
墨
其
要
日
仁
之
生
意
親
切
之
味
即
未
獲
之
愛

一
意

一
理
而
萬
物
之
所
以
為

一
膿
也
又
日
智
蔵
而
無
　
識

此
而
後
可
以
語
道
禮
可
以
論
鬼
神
又
日
仁
智
交
際
萬
化
機
軸
此
合
天
人
之
道
鳴
呼
可
謂
説
約
芙
知
此
要
約

者
朱
門
葵
季
通
仲
黙
真
希
元
之
後
未
有
斯
人
也

日
本
神
代
巻
中
臣
祓
者
我
道
傳
授
之
書
也
璽
神
學
之
得
吉
田
家
之
傳
遡
五
十
鈴
之
流

神
武
向
日
之
畏

磨
神
秘
道
之
敬
奉
持
而
著
之
心
胸
之
問
實
弓
兵
政
所
崇
道
蓋
敬
天
皇
以
後

一
人
耳
其
事
君
也

大
義
常
存
於
心
念
念
不
忘
以
安
世
為
悦
而
不

=
宅
欺
之
恐
己
忠
之
不
蓋
而
不
欲
人
之
悦
巳
其
所
書
思
封
命

(
北

面

)

悉
焼
之
人
無
得
而
知
之
周
公
之
干
身
亦
優
為
之
欲
得
夷
齋
無
怨
之
仁
厭
聞
湯
武
革
命
之
義
常
言
文
王
至
徳
庭

孔
子
以
来
韓
愈
程
朱
議
之
泰
伯
至
徳
庭
孔
子
以
来
惟
朱
子
明
之
夫
然
後
天
下
為
君
臣
者
定
　
困
三口事
代
主

命

本
朝
泰
伯
也
又
常
構
明
道
梶
視
民
如
傷
四
字
愛
萢
希
文
先
憂
後
樂
之
語
使
侍
史
讃
倭
漢
歴
代
之
書
察
治

齪
之
幾
論
興
亡
之
跡
考
諸
地
宜
質
諸
時
義
編
二
程
治
教
録
以
寓
其
意
焉
其
治
會
津
也
城
陛
郭
郭
時
省
督
課

儲
軍
糧
備
兵
器
作
風
土
記
坐
知
四
境
正
神
社
為
之
志
廃
佛
堂
斥
僧
寺
置
葬
地
禁
火
葬
立
社
倉
行
常
平
謹
権
糧

寛
租
税
制
羅
雑
漕
運
之
法
聴
訟
本
人
倫
察
事
情
遣
監
司
循
封
内
下
情
上
達
凶
年
防
之
餓
歳
賑
之
九
十
以
上
歳

與
口
養
孝
子
節
婦
賞
之
不
忠
不
弟
罰
窮
人
無
婦
則
給
之
旅
客
有
疾
則
濟
之
未
嘗
有

一
人
餓
孚
者
也
寮
神
嬰

奥
州
岩
城
城
主
從
四
位
左
馬
助
藤
原
姓
内
藤
氏
政
長
女
生

一
男
幸
松
夫
人
夙
終
男
亦
天
二
男
正
頼
從
四
位
侍

從
長
門
守
先
残
三
女
嫁
羽
州
米
沢
侍
從
從
四
位
播
磨
守
藤
原
姓
上
杉
氏
綱
勝
先
残
四
男
正
経
從
四
位
侍
從
筑

前
守
婆
加
州
小
松
中
納
言
從
三
位
肥
前
守
菅
原
姓
前
田
氏
利
常
女
三
子
皆
母
藤
木
氏
五
女
母
牛
田
氏
嫁
利
常

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(三
)

(
東

面

)
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嫡
孫
正
四
位
左
中
将
加
賀
守
綱
利
先
残
六
女
嫁
相
州
小
田
原
侍
從
從
四
位
美
濃
守
越
智
姓
稲
葉
氏
正
則
嫡
子

從
五
位
丹
後
守
義
雅
先
残
七
男
正
純
從
五
位
東
市
正
先
破
二
子
亦
藤
木
氏
生
八
男
重
四
郎
母
沖
氏
戊
申
之
歳

著
家
訓
明
年
再
乞
致
仕

台
許
令
正
経
襲
封
六
十

一
蒙
土
津
霰
社
之
號
壬
子
之
夏
行
干
會
津
ト
壽
蔵
於
磐
梯

南
麓
見
禰
山
詠
倭
歌
以
賦
其
事
蓋
仁
以
為
己
任
生
無
所
息
望
墳
則
知
所
息
者
欺
夫
我

神
國
傳
来
唯

一
宗
源
之
道
在
乎
土
金
而
土
即
敬
也
蓋
土
與
敬
倭
訓
相
通
而
天
地
之
所
以
位
陰
陽
之
所
以
行
人

道
之
所
以
立
其
妙
旨
備
干
此
訓
塞
神
達
乎
此
霊
号
良
有
以
　
是
冬
帰
府
病
臥
於
城
南
箕
田
邸

公
使
國
老
敷

来
十
二
月
十
八
日
終
於
正
寝
臨
終
不
異
平
生
惟
仁
義
之
言
而
安
然
気
絶
壽
六
十
有
二
歳
也

公
哀
痛
購
之
諸

侯
惜
之

女
院
聞
計
甚
傷
關
白
以
下
嵯
嘆
弔
之
　
孝
子
正
経
治
喪
不
用
浮
屠
衣
袋
棺
榔
必
誠
心
信
晦
日
大
墨

至
子
會
津
焉
癸
丑
之
春
三
月
二
十
七
日
大
葬
於
壽
穴
　
夏
建
社
請
神
祇
管
領
長
上
卜
部
兼
連
安
鎮
之
豚
璽
日

土
神
塞
神
安
鎮
座
　
延
寳
二
年
之
秋
錺
石
立
碑
属
嘉
作
其
文
夫
嬢
神
之
忠
之
行
天
下
具
謄
之
至
其
學
識
則
嘉

窃
知
之
故
不
敢
辞
之
乃
為
之
文
繋
以
銘
日

維
左
中
将

源
家
諮
親

質
剛
而
正

気
和
而
淳

讃
書
知
道

持
敬
修
身

排
鶏
他
鬼

尊
信
我
神

受
託
之
重

致
忠
之
真

國
老
謀
政

韓
使
結
隣

初
守
高
遠

乃
利
黎
民

次
護
最
上

乃
防
士
民

終
鶴
城
主

兼
亀
曼
鎮

風
土
有
記

社
倉
見
仁

笈
著
蒙
訓

永
胎
後
人

体
蔵
磐
麓

社
扁
土
津

之
徳
之
合

之
実
之
賓

正
真
祈
濤

霰
験
斯
新

(南

面

)

(52)

碑

の
文
字
を
書

い
た
の
は
、
当
時
第

一
級
の
能
筆
家
と
し
て
知
ら
れ
た
、
京
都

の
楽
人
、
土
佐
兵
衛
高
庸
と
さ
れ
て
い
る
。

て
ん
ろ
く

ひ

じ
や

 後
述

の
院
内
山
墓
所
の
碑
も
同
じ
で
あ
る
が
、
碑
石
の
上
部

に
は
木
製

の
覆
屋
根
が
か
ぶ
さ
れ
、
四
方
に
は
天
禄
辟
邪

の
像
が
刻
ま
れ
て

い
る
。
亀
跣
に
対
す

る

蜻
首
の
変
形
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
巨
大
な

一
枚
石
か
ら
成

る
碑
石
は
、

こ
こ
か
ら
北
方

の
八
田
野
の
山
中

か
ら
切
り
出
し
て
運
ば
れ
、
亀
跣

の
原
材

は



見
祢
山
の
麓
、
土
町

の
地
面

か
ら
掘
り
出
し
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

社
殿

の
右
脇
か
ら
墳
墓
に
至
る
墓
道
が

つ
づ

い
て

い
る
。
川
原
石
を
敷

き

つ
め
た
爪
先
上
り

の
道
を
約
六
〇
〇
メ
ー
ト

ル
登
り

つ
め
る
と
門
が
あ
り
、

石
と
左
右

一
対

の
大
き
な
石
灯
篭

が
望
見

で
き
る
。
そ

の
背
後

の
山
が
墳
墓
地

で
、
中
央

に
は
鎮
石
が
置
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る

(
図
版

一
)。

2

会
津
若
松
藩
主
松
平
家
院
内
山
墓
所

前
方
に
表

ま

さ
よ
り

保
科
正
之
は
、
自
ら

の
墓
所

の
選
定

・
構
築

に
先
立

っ
て
、
明
暦
三
年

(
一
六
五
七
)
二
月
に
死
去
し
た
嫡
子
正
頼

の
墓
所
を
営
造
す

る
た
め
、
家
臣
に
場
所

の

選
定
を
命
じ
て
い
た
が
、
院
内
山
に
定
め
ら
れ
、
そ
の
遺
骸

は
院
内
山

"
西
の
御
庭
"
に
神
式

に
よ

っ
て
葬
ら
れ
た
。

こ
の
あ
と
、

天
和
元
年

(
一
六
八

一
)、
二
代

ま

さ

つ
ね

藩
主

正
経
が
江
戸
で
死
去
す

る
と
、
正
頼
墓
所

の
奥

"
中

の
御
庭
"

に
仏
式

に
よ

っ
て
葬
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
時
以
後
、
院
内
山

の
地

が
会
津
若
松
藩
主
松
平
家

は

ら

の
歴
代
墓
所

に
定
め
ら
れ
た
。

墓
所

の
あ

る
院
内
山
は
、
△
=
津
若
松
市
街
の
東
南
方

に
あ
る
.
東
山
温
泉

に
通
じ
る
道
路
脇

に

.
ム
ム
津
松
平
峯

域
入
口
L

の
石
柱
が
立
ち
、

こ
こ
か
ら
山
鑓

謝

向
か

っ
て
左
折
す

る
と
墓
所

に
達
す
る
。
東
西
約
五
四
五
メ
:
ト

ル
、
南
北
約
二
七

一
メ
ー
ト
ル
と

い
う
広
大
な
面
積
を
占
め
、

二
代
正
経
か
ら
幕
末

の
九
代
容
保

ー

に
至

る
ま
で
の
歴

代
藩
・王
に
加
え
、
正
室

・
側
室

・
子
女

の
墓
が
、

こ
の
広
大
な
墓
域
の
中
に
存
在
し
て

い
る
。

墓
域

に
入

っ
て
参
道
を
登

る
と
、
ま
ず
左
手

の
高
所

に
正
頼

の
墓

の
あ

る

"
西
の
御
庭
"
が
あ
り
、
そ

の
右
側

の
高

い
所
は

"
中

の
御
庭
"
で
、
正
之

の
四
男
、

ま
さ

か
た

か
た
の

ぶ

二
代
藩
・王
正
経

の
墓
が
あ

る
。
正
経
墓

の
前
を
右
に
行

く
と
拝
殿
が
あ
り
、

こ
こ
か
ら
左

へ
行

っ
た
高

い
所
に
は
、
右
よ
り
三
代
藩
主

正
容

.
五
代
藩
主

容
碩

.
六

か
た
お
き

か
た

ひ
ろ

か
た
も
り

代
藩
・王
容
住

・
七
代
藩
主
容
衆
と
四
代

の
墓
が
並
び
、

容
衆

の
墓
か
ら
少
し
は
な

れ
た
と

こ
ろ
に
、
九
代
藩
主
容
保

の
墓

が
あ
る
。
三
代
藩
主
正
容
の
墓
か
ら
さ
ら

か
た
さ
だ

か
た
た
か

に
右
奥

に
行
く
と
、
も
う

一
つ
の
墓
域

が
あ
る
が
、
こ
こ
は
右
が
四
代
藩
主
容
貞
、
左

が
八
代
藩
主
容
敬

の
そ
れ
ぞ
れ
墓
所
で
あ
る

(
図
版

三
)。

墓
所

の
形
式
は
、
仏
式

で
葬
ら
れ
た
二
代
藩
主
正
経
を
除

い
て
、
三
代
藩
主

か
ら
九
代
藩
主

に
至
る
ま
で
、
各
代

の
遺
骸
は
神
式

に
よ

っ
て
葬
ら
れ
た
の
で
あ
り
、

見
祢
山
墓
所

に
見

た
初
代
正
之
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
同
形

の
碑
石
を
前
面

に
置
き
、
碑
石
よ
り

一
段
高

い
と
こ
ろ
に

一
対

の
石
灯
篭
を
並

べ
、

そ
の
奥
に
表
石
を

立
て
、
さ
ら
に
奥
ま

っ
た
高
所
に
墳

墓
を

つ
く
り
、
そ
の
上

に
八
角
形

の
鎮
石
が
据
え
ら
れ
て

い
る
。
碑
石

・
表
石

.
鎮
石
の
大
き
さ
、
形
は
お

お
む
ね
同
工
同
大

で
あ

る
が
、
時
代
が
下
る
に
従

っ
て
縮
小
化

の
傾
向

が
見
ら
れ
る
。

き

ふ

亀
朕
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(三
)



亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(一一こ

こ
の
よ
う

に
厳
重

な

規
格

に
よ

っ
て
墓
所

が
営
ま

れ

て

い

る

の
で
あ

る

が
、
そ

れ

ぞ

れ

の
墓
前

に
立

て

ら

れ

て

い
る
碑

石

が
立
派
な

も

の
で
、

方
柱

の
四
面

ぎ

っ

　
　

し
り
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
碑
石
が

"
亀
跣
を
も

つ
石
碑
"
で
あ
り
、
温
和
な
表
情

で
前
方
を
凝
視
す
る
亀

の
背

は
扁
平
で
、
そ
の
中
央
で
方
柱
の

碑
身
を
し

っ
か
り
背
負

っ
て
い
る
の
で
あ
る

(
図
版
三
)。

3

池
田
輝
政
墓
所

戦
国
期
に
宇
喜
多
秀
家
、
次

い
で
小
早
川
秀
秋

の
領
有

で
あ

っ
た
備
前
国
は
、
慶
長
七
年
(
一
六
〇
二
)、
小
早
川
家

が
秀
秋

に
嗣
子
が
な
か

っ
た
た
め
そ
の
死
後

断
絶
し
、
徳
川
政
権
下
に
な

っ
た
元
和
元
年
(
一
六

一
五
)
、
戦
国

の
武
将
と
し
て
有
名
な
池
田
輝
政

の
子
麟
纏

が
入
封
し
、
そ

の
子
蕊
雄
と
つ
づ
い
た
。
忠
雄

の
あ

み

つ
な
か

み

つ
ま
さ

と
、
そ

の
子

の
光
仲

は
幼
少
で
あ

っ
た
た
め
、
忠
雄

の
長
兄
利
隆

の
子
で
鳥
取
城
主

と
な

っ
て
い
た
光
政
と

の
交
替

が
命
じ
ら
れ
、
寛
永
九
年
(
一
六
三
二
)、
ご
二

五
、
○
○
○
石
を
以
て
入
封
し
た
。
備
前

一
国

と
備
中

の

一
部
を
領
地
と
す
る
備
前
岡
山
藩
が
こ
こ
に
成
立
し
、
以
後
彰
礎

に
至
る
ま
で
、
忠
継
か
ら
数
え
る
と
+

二
代
、
光
政
か
ら
数
え
る
と
十
代
を
経
て
廃
藩
置
県

に
及
ん
だ
。

岡
山
肇

池
田
家

の
墓
所
は
・
創
設
期

の
忠
継

゜
申
禦

岡
山
市

の
清
泰
院
に
あ
る
が
・
こ
れ
を
別
と
し
て
・
池
田
光
政

の
造
営
し
た
和
気
郡
塾

山

(
の
ち
に

岡

和
意
谷
墓
所
と
改
称
)
と
、
光
政
の
子
二
代
藩
主
綱
政

の
造
営
し
た
岡
山
市
円
山
正
覚
谷

に
あ
る
曹
源
寺
墓
所
と
の
ニ
カ
所
で
あ
る
。

と
も

に
平
成
元
年
、
文
化
財

　

　

保
護
法
に
よ
り
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
。

光
政
は
慶
長
十
四
年

(
一
六
〇
九
)
の
生
ま
れ
で
、
天
和
二
年

(
一
六
八
二
)
に
七
十
四
歳
で
死
去
し

た
が
、
天
下

の
三
賢
候

・
寛
永
の
四
君
子
の

一
人
と
称

せ

ら
れ
る
名
君
、
典
型
的
な
初
期
大
名
と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
。
自
ら
学
問

の
修
業
を
重
ね
、
独
自

の
政
治
理
念
を
以
て
藩
政
を
行
な

い
数

か
ず

の
業
績
を
の
こ
」
燃
。

そ
の
片
鱗
は
、
現
在
も
岡
山

の
市
街
を
流
れ
る
百
間
川

・
倉
安

川
に
見

る
治
水

・
利
水
策
、
当
時

の
遺
構

を
完
全

に
の
こ
す
国

の
特
別
史
跡
隙
襟
羅

(学
校
)
に
そ

の
文
教
政
策
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

墓
所

の
選
定

.
築
造

に
当

た

っ
て
も
光
政
独
自
の
思
想

が
そ
こ
に
見
ら
れ
る
が
、
『
池
田
家
履
歴

略
記
』
(
上
巻

)
に
は
次

の
記
事
が
あ
る
。

和
意
谷
成

烈
公

(光
政
)
兼
て
京
都
妙
心
寺
塔
中
護
国
院
に
あ
る
所

の
御
祖
考
御
墓
を
改
葬
し
給

ふ

へ
し
と
思
し
召
れ
し
か
去
し
寛
文
六
年
二
月
二
十
五
日
津
田
重
次
郎



を
召
れ
備
前
国
中

に
お
ゐ
て
改
葬

し
給
ひ
然
る

へ
き
地
を
内

々
ト
す

へ
き
仰
有

て
四
月
廿
三
日
よ
り
重
次
郎
山

々
を
巡
見
し
和
気
郡
の
内
に
て
然

る

へ
き
地
を

所

々
に
見
立
て
三
口
上
す
同
六
年
池
田
美
作
稲
川
十
右

ヱ
門
を
京
に
の
ほ
せ
ら
れ
祖
考
の
御
枢
を
備
前
に
遷
さ
れ
し
此
度
烈
公
み

つ
か
ら
其
趣
を
書
給

ひ
て
美
作

江
渡
し
給
ふ
左
に
記
す
。
(
以
下
略

)

は

　

ま
た
、
後
代
に
藩
儒
で
あ

っ
た
湯
浅
元
禎

の
著
わ
し
た

『吉
備
烈
公
遺
事
』
に
は
、

國
清
公
陀
鮪
繭
、
興
國
公
賦
隔
守
、
の
墳
墓
諸
所

に
在
し
を
皆

一
所
に
改
葬
あ

る
べ
き
御
志
あ
り
し
が
、
先
國
中

に
墓
地

た
る
山
を
揮
れ
し
に
、
三
所

の
山
を
揮
出

す
、
其
後
今
の
敦
土
中

に
定
り
ぬ
、
公
巡
硯
せ
さ
せ
給

ふ
、
敦
土
山
は
和
気
郡
和
意
谷

の
事
な
り
、
敦
土
山
と
は
公
の
命
け
給

ふ
所
な
り
、
自
ら
巡
視
し
て
和

意
谷
に
至
ら
せ
給

ひ
し
時
萱

の
殊

に
繁
茂
し
て
あ

り
け
る
を
、
案
内
し
け
る
百
姓

に
夫

か
れ
と
仰
あ
り
て
、
御
刀
に
挿
有
け
る
小
刀
を
抽
て
賜
り
け
る
、
今
、

伊
里
中
村
源
助

の
家
に
其
小

刀
を
取
傳

へ
た
り
、
其
後
士
太
夫

の
た
め
に
墓
地
を
定
め
給

ひ
、
儀
家
山
と
命
ぜ
ら
れ
る
、
か

の
敦
土
山
は
、
国

郡

の
東
北

に
て

十
里
鯨

に
及

べ
り
、
働
村
よ
り
其
谷

に
入
、
澤
水

一
帯
流
れ
出
、

こ
れ
を
左
右

に
渉
る
こ
と
十
八
度
、
谷

の
あ
り
さ
ま
箱
根
山
中
に
似
た
り
、
敦

土
山
に
門
を

設
け
、
夫
よ
り
道
十
八
町
鯨
屈
曲

し
て
登
る
、
道

の
幅

一
丈
計
も
や
あ
ら
ん
、
其
中
央

に
川
石
の
踏
石
を
八
町

の
間
に
並
た
り
、
門
の
傍
に
公

の
入
ら
せ
給

ふ

館
あ
り
、
左
右

の
櫻

の
木
あ

り
て
吉
野
山
に
似
た
り
と
い

へ
り
、
第

一
の
高
き
山
國
清
公

の
朧

に
て
、
富
髭
封
あ
り
、
碑
亀
朕
あ
り
、
李
唐

の
禮

を
用
ら
る

、
、

亀
首
高
三
尺
鯨
、
亀
首
西

に
向
ふ
、
碑

の
高
さ
七
尺
絵
、
碑
首
に
天
緑
辟
邪
を
鍋
た
り
、
神
道
碑
東
の
方

に
建

て
表
の
文
祠
を
彫
た
り
、
等

二
の
山
は
興
國
公

の
朧

に
て
、
夫
人
榊
原
氏
合
葬
し
給

ふ
、
馬
鑑
封
紳
道

の
碑
あ
り
、
皆
石
棚
あ
り
、
青
き
小
石
を
志
け
り
、
第
三

の
山
に
公
を
葬
給

へ
り
、
夫
人
合
葬
し
奉
り

て
馬
叢
封
あ
り
て
耐
道
碑
を
建
ら
れ
た
り
、
墓
表
の
文
祠
を
彫
た
り
、
公

の
行
給

ふ
こ
と
禮
に
よ
り
給
わ
ざ
る
こ
と
な
し

(傍
点
筆
者

)

こ
の
よ
う

に
、
く
わ
し
く
和
意
谷
墓
所
設
営

の
経
緯

と
墓
所

の
状
況
を
記
し
て

い
る
。

和
意
谷
墓
所

は
、
岡
山
県
和
気

都
吉
永

町
和
意
谷
に
あ

る
。
J
R
山
陽
本
線

「
吉
永
」
駅

か
ら
、
和
意
谷
川

の
渓
谷
を
北

へ
登
る
こ
と
約
七
キ

ロ
の
山
中

に
あ
る
。

そ
の
景
観

は
お
そ
ら
く
今
か
ら
三
百
余
年
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ

っ
て
お
ら
ず
、
『
吉
備
烈
公
遺
事
』
に
記
さ
れ
た
道
は
舗
装
さ
れ
た
自
動
車
道
と
な

っ
て

い
る
が
、
自

然
が
そ

の
ま
ま
残
さ
れ
た
静

か
な
山
境
で
あ
る
。
和
意
谷

の
小
集
落

の
直
前
、
道

の
右
側
に
石
鳥
居

が
立

っ
て

い
る
。

こ
こ
が

「
下
馬
」
と
よ
ば
れ
、
墓
域

へ
の
入

口
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
約
八
〇
〇
メ
ー
ト

ル
。

二
六
七
三
個
を
数
え
る
踏
石

の
敷
か
れ
た
爪
先
上
り
の
道
を
登
る
と
木

の
鳥
居

に
到
達
す

る
。

こ
れ
か
ら
先
が
墓
域

の
中
心
で
、
"
一
の
御
山
"
か
ら

"
七
の
御
山
"
ま
で
あ
る
。

ヒさ

ら

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)
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き

ム

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)

ま
ず

一
ば
ん
手
前
に
あ
る

の
が
光
政
夫
妻

の
"
三
の
御
山
"
そ

の
奥
に
左
右
に
分
か
れ
て
、
左
に
輝
政
の
葬
ら
れ
た
"
一
の
御
山
"
、
右
に
利
隆
夫
妻
を
葬

っ
た
"
二

の
御
山
"

で
あ

る
。
な
お
、
右
方
最
奥

の

"
六
の
御
山
"
と

"
七
の
御
山
"
に
は
輝
政

の
子
ら
庶
流

の
方

が
た
が
葬
ら
れ
、
左
方
最
奥
の

"
四

の
御
山
"
は
八
代
慶

政
、
"
五

の
御
山
"

に
は
九
代
茂
政
が
葬
ら
れ
て
い
る
が
、
共
に
明
治
期

の
造
営

で

「
新
山
」
と
よ
ば
れ
て

い
る
。

"
一
の
御
山
"
か
ら

"
三
の
御
山
"
ま
で
の
墓
所

の
形
式
は
共
通
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
長
方
形
石
積

の
基
壇
上

に
墳
丘
が
築
か
れ
、
ま
わ
り
に
は
石
柵

が
め

ぐ
ら
さ
れ
、
正
面
に
石
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
墳
丘
の
前
に
は
碑
石
が
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
柵

の
外
側
に
は
、
方
柱

の
碑
身

に
笠
を
の
せ
た
墓
碑
が
立
て
ら
れ
て

い
る
が
、

こ
れ
に
は
長
文
の
銘
文
が
刻
ま
れ
て

い
る
。

光
政
は
儒
教
を
信
奉
し
、
儒
教

が
理
想
と
す

る
周
代

の
葬
制

の
復
活
を
願

い
、
墓
碑
か
ら
棺

に
至

る
ま
で
、
寸
法

は
す

べ
て
周
尺
を
用

い
、
そ
の
配
置
も
周
礼
に

従

っ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
正
に
光
政

の
こ
う
し
た
理
念
を
反
映
し
た
墓
所
と
し

て
立
案
、
施
工
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

京
都
妙
心
寺
か
ら
改
葬
さ
れ
た
祖
父
輝
政

の
墓
所

(
三

の
御
山
)
は
、
南
北
十
三
メ
ー
ト

ル
、
東
西
九
メ
ー
ト

ル
、
石
垣
を
め
ぐ
ら
す
基
壇
上

に
墳
丘
が
築
か
れ

て

い
る
。

正
面
前
方
に
碑
石
が
立
て
ら
れ
て

い
る
が
、
亀
朕
を
も

っ
て

い
る

の
は
こ
れ
だ
け

で
あ

る
。
首

か
ら
尾
ま

で
の
長
さ
二
七
〇
セ

ン
チ
、
幅
八
〇

セ
ン
チ
、

高

さ
五
〇
セ
ン
チ

の
体
躯

で
、
頭
を
西
方
に
向
け
て
う
ず
く
ま

っ
て
い
る
が
、
頭
部

は
牛

の
よ
う

で
も
あ

る
。
背
中
に
は
亀
甲
が
丁
寧
に
刻
ま
れ
、
四
肢
も
写
実
的

で
あ
る

(
図
版

四
)。

こ
の
上
に
乗
る
碑
石
は
高
さ
二
七
〇

セ
ン
チ
、
幅
七
〇

セ
ン
チ
、
厚

さ
五
〇

セ
ン
チ
で
、
上
は
円
弧

に
し
、
上
下
に
輪
廓
を

つ
く

っ
て

い
る

て
ん

ろ
く

ひ

じ

ゃ

が
、
上

の
蟷
首
部

に
は

「
天
禄
辟
邪
」
と
よ
ば
れ
る
動
物
像
を
刻
み
、
下

の
碑
表
に
は

「
参
議
正
三
位
源
輝
政
卿
之
墓
」
と
刻
ま
れ
て
い
る

(
図
版

四
)
。

4

姫
路
藩
主
榊
原
家
墓
所

た
だ
つ
ぐ

ま
さ
ふ
さ

榊
原
家
が
姫
路
藩
主
と
な

っ
た
の
は
二
度

あ
る
。
第

一
次
は
慶
安

二
年

(
一
六
四
九

)、
榊
原
忠
次

が
陸
奥
国
白
河
か
ら
入
封
し
、
政
房
を
経
て
、
寛
文
七
年

(
一

ま
さ

と
も

ま
さ
く

に

六
六
七

)
に
政
倫

が
越
後
国
村
上

(
現
在

の
新
潟
県
村
上
市

)
に
移
る
ま
で

つ
づ

い
た
。
第
二
次
は
宝
永
元
年

(
一
七
〇
四
)
に
養
子
と
し
て
家
を
継

い
だ
政
邦
が

ま
さ
す
け

ま
さ
み
ね

ま
さ
な
が

越
後
国
村
上

か
ら
再

び
入
封
し
、
政
帖

・
政
峯
と

つ
づ
い
て
、
寛
保
元
年

(
一
七
四

一
)、
政
永
が
同
国
高
田

(
現
在

の
新
潟
県
上
越
市

)
に
転
封
と
な
る
ま
で
の
四

代
で
あ
る
。

し
ら
く

に

そ

の
領
国

で
あ
り
城
下

で
あ

っ
た
播
州
姫
路

に
は
ニ
カ
所

に
墓
所

が
あ
り
、
第

一
次
の
忠
次
と
第

二
次

の
政
邦
は
姫
路
市
白
国

の
増
位
山
随
願
寺
に
、
ま
た
第

一
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次

の
政
房
と
第
二
次
の
政
砧
が
姫
路
市
書
写

の
書
写
山
円
教
寺
に
葬
ら
れ
て

い
る
。

随
願
寺

は
姫
路
城

の
北

に
連
な
る
増
位
山
上

に
あ
る
天
台
宗
の
寺
院

で
、
聖
徳
太
子

の
命

に
よ
り
高
麗
僧
恵
便

の
開
創
と
伝
え
る
古
刹
で
、
も

と
法
相
宗
で
あ

っ

た
が
、
平
安
時
代

に
天
台
宗

に
改
め
た
と

い
う
。
天
正
元
年
(
一
五
七
三
)
、
三
木
城
主
別
所
長
治
と
争

っ
て
焼
亡
し
、
そ
の
後
豊
臣
秀
吉
が
伽
藍
を
復
興
し
、

さ
ら

に
歴
代
姫
路
藩
主

の
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な

っ
た
。
寛
文
八
年

(
一
六
六
八
)
、
榊
原
忠

次
に
よ

っ
て
再
建
・
落
慶
を
見
た

の
が
現
在

の
本
堂
で
あ
る
。
他
に
観
音

堂

・
鐘
楼
等

が
あ

る
が
、
境
内
は
か
な
り
荒
廃
し
て
い
た
よ
う

で
、
近
年
に
な

っ
て
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

忠
次

の
墓
所
は
本
堂

の
西
方

に
あ

る
。
東

・
西
の
両
側
を
宏
壮
な
石
垣
で
区
画
し
、
そ
の
中

に
基
壇
が

つ
く
ら
れ
、
ま
わ
り
に
塀

(
現
在
は
煉
瓦
積

と
な

っ
て
い

る
)
が
め
ぐ

ら
さ
れ
て

い
る
。
中
央
に
立

つ
大
き
な
五
輪
塔

が
墓
塔

で
、
そ
の
前
に
亀
跣
に
乗
る
碑
石
が
立
て
ら
れ
て
い
る

(
図
版
五
)。
墓
所

の
正
面
に
は
唐
門
が

あ
り
、
こ
こ
か
ら
中

に
入
る
と
石
門

が
あ

る
。
碑
身

の
平
面
は
長
方
形
で
、
上
部

に
は
、
お
そ
ら
く
蟷
首
と
同
じ
意
味
を
持

つ
天
禄
辟
邪
像
を
刻
し
、
碑
身

の
上
に

は
唐
破
風
を
備
え
た
屋
蓋
を
乗
せ
て

い
る
。
正
面
に
は
、

故
式
部
大
輔
侍
從
從
四
位

下
源
朝

臣
之
墓

鈎

と
刻
し
、
左
回
り
に
三
千
余
字
に
及

ぶ
長
文

の
碑
銘
を
刻
ん
で
い
る
。

『榊
原
家
譜
』

に

「
以
二
遺
言

一蹄
二
葬
干
播
州
飾
磨
郡
姫
路
増
位
山
随
願
寺
一
行
年
六
十

一
歳
、

ー

於
二
武
州
板
橋
智
清
寺

一
火
葬
」
と
あ
る
。
ま
た
碑
銘
は
、
四
代
将
軍
徳
川
家
綱

の
侍
講

で
あ

っ
た
林
春
斎

の
撰
で
あ
る
。

次
の
政
邦
と
そ
の
夫
人
の
墓
所
は
、
境
内

の
東
方

の
高
所

に
あ
る
。
忠
次

の
墓
所

に
く
ら
べ
る
と
、
規
模
は
ず

っ
と
小
さ

い
が
、
同
じ
よ
う

に
基
壇
を
設
け
、

石

塀
を

め
ぐ

ら
し
て

い
る
。
左

が
政
邦
、
右
が
夫
人

の
墓
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
石
門
が
あ

り
、
墓
塔

の
五
輪
塔

の
前

に
は
、
総
高
約
四
メ
ー
ト

ル
を
測
る
碑
石
が
立
て
ら

れ
て

い
る
。

亀
朕
は
平
面

一
・
五
メ
ー
ト

ル
、
扁
平

で
や
や
上
向
き
の
頭
を
正
面
に
し
、
背
中

の
亀
甲
は
線
彫
で
表
現
し
て

い
る

(
図
版
五
)。

碑
身

に
は
、
左
側
面

か
ら
は
じ
ま

っ
て
七
行
、
背
面
+

一
行
、
右
側
面
七
行
、
計

二
十
五
行
、

一
行

お
お
む
ね
二
十
九
字

(最
後

の
行
は
六
字
、
年
紀
ほ
か
十
九

字

)
計

六
八
八
字

の
碑
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
碑
文
は
、
橋
本
政
次
氏
著

の

『
姫
路
城
史
』
中
巻

(昭
和
二
七
年
刊

)
に
返
点
を

つ
け
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

当
碑
は
幸

い
身
近
に
調
査
す
る

こ
と
が
で
き

た
の
で
、
碑

の
体
裁

の
ま
ま
原
文
を
掲
げ
て
お
く
。

さ

あ

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(三
)
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す

み

か

か
ち

お

わ

に
ぶ
ち

聖

の
住
所

は
ど
こ
く

そ
、
箕
面
よ
勝
尾
よ
、
播
磨
な
る
書
写

の
山
、
出
雲

の
鰐
渕
や
日
の
御
崎
、
南
は
熊
野
の
那
智
と
か
や

聖

の
住
所
は
ど
こ
く

そ
、
大
峯
葛
城
石
の
槌
箕
面
よ
勝
尾
よ

播
磨

の
書
写
の
山

南
は
熊
野
の
那
智
新
宮

中
世

の
歌
謡
集

『
梁
塵
秘
抄
』

に
聖
の
住
所
と
し
て
う

た
わ
れ
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
第
二
七
番

の
札
所
と
し
て
信
仰
を
集

め
る
名
刹
書
写
山
円
教
寺
は
、

姫
路
市

の
北
郊
、
標
高
三
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
書
写

山
上
に
あ
る
。

平
安
時
代

の
康
保

三
年

(
九
六
六

)、
性
空
上

人

(九

一
〇
～

一
〇
〇
七

)
に
よ

っ
て
開
創

さ
れ
た
天
台
宗

の
寺
院
で
、
山
上

に
ひ
ろ
が
る
広
大
な
境
内
は
国

の
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
大
講
堂

.
食
堂

.
常
行
堂
な
ど
八
棟

の
建
造
物
が
国

の
重
要
文
化
財
、
仁
王
門
を
は
じ
め
と
す
る
十
棟
の
建
造
物

が
県

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

は
り

れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
彫
刻

・
絵
画

・
工
芸
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

の
文
化
財

が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

歴
代
姫
路
藩
主

の
尊
崇
も
篤
く
、
境
内

に
は
五
棟
の
霊
廟
建
築

の
並

ぶ
本
多
家
墓
所

の
ほ
か
、
榊
原
家
墓
所

・
松
平
家
墓
所

が
あ
る
。
名
刹
円
教
寺

の
境
内
を
自

ら

の
奥
津
城

に
選
ん
だ
の
は
、
古
く
か
ら
浄
土
信
仰

の
霊
地
、
観
音

の
坐
ま
す
聖
域
に
遺
骸
を
埋
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
霊
魂

の
極
楽
往
生
を
希
求
す

る
願
い
が
こ

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(=
こ
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き

ふ

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(三
)

め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。

榊
原
家
墓
所
は
、
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て

い
る

"
三

つ
の
堂
"
(
大
講
堂

・
食
堂

・
常
行
堂

)
の
裏
手
、
西
南
方

に
位
置
し
、
ま
わ
り
よ
り

一
段
高

い
と
こ
ろ

に
墓
域
が
つ
く
ら
れ

て
い
る
。
南
面
す

る
石
段
を
登
る
と
十
数
基

の
石
灯
篭
が
林
立
し
、
石
柵

が
め
ぐ
ら
さ
れ
門
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
奥

に
、

二
基

の
五
輪

塔
、
そ
の
前
方
に
亀
昧
に
乗
る
碑
石
が
立
て
ら
れ
て
い
る

(
図
版

五
)。
立
入
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
た
め
く
わ
し

い
調
査
を
果
た
し
て

い
な

い
が
、
後
日
を
期
し
た

い
。
碑
石
に
刻
ま
れ
て

い
る
文
字

に
よ

っ
て
、
右

(
東
側
)
が
榊
原
政
祐
、
左

(
西
側
)
が
榊
原
政
房

の
墓
塔

と
墓
碑

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
も
橋
本
政
次

氏

の

『
姫
路
城
史
』
中
巻

(昭
和
二
七
年
刊
)
に
碑
文
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
引
用
し
て
お
く

こ
と
に
し
た
い
。

榊
原
政
房
墓
表

・
銘
文

故
刑
部
大
輔
從
四
位
下
源
朝
臣
之
墓

■

公
姓
源
詳
政
房
其
先
出
二
於
伊
勢
仁
木
氏

二自
三
仁
木
義
長
受
二
封
伊
勢

一以
來
其

六
世
孫
利
長
始
居
二
州
之
榊
原
邑

一遂
以
二
榊
原

一為
二
氏
族
之
號
」
曾
祀
諺
康
政
從

五
位
下
式
部
大
輔
天
正
中
始
封
二
上
州
館
林
城
主
歳
租
十
萬

石
」
租
諦
康
勝
遠
江
守
從
五
位
下
、
考
詳
忠
次
從
四
位
下
式
部
大
輔
兼
侍
從
、
世

々
襲
レ
封
如
レ
故
、

忠
次
有
レ
故
賜
二
松
平
氏

一止
二
一
代
」
寛
永
中
從
二
白
川
城
租
十
五
萬
石

一尋
徒
二
播
州
姫
路
城

租
十
五
萬
石
」
批
寺
澤
氏
唐

津
侯
從
四
位
下
志
摩
守
紀
朝

臣
廣
高
之

女
、
寛
永
十
八
年
生
二
公
武
州
江
府
訥
承
磨
二
年
十

二
月
公
以
二
父
蔭

一授
二
從
五
位

下
一授
二
刑
部
大
輔
一
寛
文
五
年
三
月
丁
二
侍
從
君
之
憂

一是
歳
嗣
立
襲

封
如
レ

故
、
十
二
月
陞
二
從
四
位
下
訥
七
年
五
月
二
十
四
日
以
レ
疾
卒
二
於
江
府
池
端
藩
邸
正
寝

一享
年
二
十
七
、
遺
命
蹄
二
葬
干
播
州
書
窮
山
訥
葬
務
從
レ薄
其
墓
不
レ
封
不
レ

ヲ

樹
四
面
周
以
二
竹
垣
」

一
皆
蓮
二
公
志

一不
二
敢
違
一
癸
二
池
田
氏
備
前
侯
從
四
位
下
少
將
源
朝
臣
光
政
之
女
」
男
政
倫
、
生
三
歳
嗣
立
徒
二
越
後
州
村
上
城
一
女
公

卒
後
適
二宗
室
高
須
侯
從
四
位
下
少
將
兼
掻
津
守
源
朝
臣
義
行
一
公
爲
人
嚴
毅
方
正
不
レ
可
二
褻
押

㎝而
其
乗
レ
心
塞
淵
庭
レ
事
卒
允
容
レ
衆
禮

レ
士
務
圭
宜
二
下
情
訥
由
レ

是
威
信
素
著
臣
民
懐
服
、
不
幸
漸
終
二
大
鮮
之
期

一乃
没
、
故
無
二
事
可

7
見
、
群
臣
相
傳
至
レ
今
惜
レ
之
、
嫡
玄
孫
政
峯
頼
二
祀
宗
緒
業

一得
レ
承
二
先
人

一守
二墳
墓
訥

霧
恐
三
歴
レ
世
久
使
二
公
志
行
無

7
焉
、
於
レ
是
新
刻
レ
碑
記
二其
梗
概

一以
胎
二
後
之
子
孫
訥
子
孫
尚
レ
知
二
此
意

一
云

享
保
十
九
年
歳
次
甲
寅
五
月
二
十
四
日

嫡
玄
孫

政
雰
立

(60)



榊
原
政
鮪
墓
表

・
銘
文

故
式
部
大
輔
從
四
位
下
源
朝
臣
之
墓

先
公
姓
源
政
祐
其
先
出
二
於
勢
州
仁
木
義
長

一六
世
之
孫
利
長
始
居

二州
之
榊
原
邑

一途
以
二
榊
原

一爲

二家
號
」
曾
祀
政
房
刑
部
大
輔
居
二
播
州
姫
路
城
」
租
政
倫
式

部
大
輔
徒
越
後
州
村
上
城
」

父
政
邦
式
部
大
輔
兼
侍
復
徒
二
姫
路
城
」
母
侍
從
君
側
室
以

二寛
永
二
年
五
月
二
十

一
日
一生
二
公
干
武
州
江
府
池
端
藩
邸
い
亨
保
四

年
十
二
月
蔭
授
二
從
五
位
下

一拝
二
遠
江
守
巳
十

一
年
十

一
月
丁
二侍
從
君
之
憂
」
是
歳
嗣
立
襲
レ
封
如
レ
故
歳
組
十
五
萬
石
、
十

二
年
正
月
拝
二
式
部
大
輔
一
十
五
年

八
月
陞
二
從
四
位

下
」
十
七
年
八
月
二
十
九

日
以
レ
疾
卒
二
碑

田
藩
邸
正
寝

一亨
年
二
十
八
、
遺
命
帰
二
葬
干
播
州
書
窮
山
先
埜
」
無
レ
子
請
レ
官
以
二
再
從
弟
政
火
コ

爲
レ
嗣
公
少
好
レ
學
性
自
観
省
不
レ
事
二
虚
文
訥
其
爲
レ
人
寛
厚
威
重
喜
怒
不
レ
見
い
於
レ色
、
錐
二
燕
居
時

一心
敏
レ
容
危
坐
人
無
卜
見
二
其
偶
息
而
臥

一者
D
初
爲
二
世
子

一

賜
レ
告
蹄
二
姫
路
邑
ハ
海
上
違
城
五
六
里
勝
有
二
徴
丸
地

一
日
二
家
島
」
公
方
レ
循
二行
境
内

一渉
二
其
士
」
験
而
腿
風
暴
起
巨
浪
學
不
レ
可
レ
支
須
翌
舟
殆
乎
覆
船
中
人
皆

失
レ
色
、
公
濁
凝
然
不
レ
動
言
色
自
若
、
梢

々
風
定
乃
得
レ
無
レ
悪
、
観
者
莫
レ
不
二
驚
歎

一以
爲
二
美
談
」
自
嗣
立
以
來
務
省
二
倹
素

一禁
二
華
修

一禮
義
自
検
以
レ身

率
レ

創D

下
、
事
二
嫡
母
鍋
島
夫

人
　至
孝
、
其
在
レ
藩
遇
一一夫
人
之
喪

一哀
穀
有
二
足
レ
動
レ
人
者
」
其
爲
政
本
二
忠
厚

一從
二
寛
大

一春
二
愛
群
臣

一賑
二
憎
百
姓

一無
レ
不
レ
蓋
レ
心
、
國

ー

人
懐

二
其
仁

一安
二
其
政

一凡
七
年
、
既
獲
レ
疾
彌
レ
月
如
レ
劇
左
右
妾
覗
猶
レ
有
レ
不
レ
勝
而
乃
病
中
迄
レ
死
不
三
口
道
二
其
苦
一
疾
革
召
二
政
雰
及
老
臣
於
前

一付
二
嘱
後
事

一

詑
安
然
而
逝

、
國
中
無

二
老
弱

　無
二
男
女

一莫
レ
不
二
家
号
巷
叩犬
哀
慕

一
之
、
況
於
下
其
爲

一一臣
子

一者
上
乎
、
途
釆
二
其
行
履
之
略

一而
刻
二
之
於
碑

一以
侯
二
後
之
子
孫
観

　

焉

享
保
十
九
年
歳
次
甲
寅
八
月
二
十
九
日

孤
子

政
雰
立

ま
さ
み
ね

享
保
十
九
年

(
一
七
三
四

)、
政
祐

の
あ
と
を
継

い
だ
榊
原
政
雰

に
よ

っ
て
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

あ
き

い
え

5

北
畠
顕
家
卿
墓
碑

南
北
朝
時
代

の
貴
族
で
あ
り
、
武
将
と
し
て
知
ら
れ
た
北
畠
顕
家
は
、

き

ふ

亀
鉄
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(=
こ

文
保

二
年

(
=
二
一
八
)、
後
醍
醐
天
皇

に
仕
え
、
『
神
皇
正
統
記
』
を
著
わ
し
た
北
畠
親



き

ア

亀
朕
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)

房

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
元
弘
三
年

(
=
二
三
三
)、
建
武

の
新
政

に
際
し
て
陸
奥
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
義
良
親
王

(
の
ち
の
後
村
上
天
皇

)
を
奉
じ
て
任
地
に
下

り
よ
う

ぜ
ん

向
、
建
武

二
年

(
一
三
三
五
)
に
は
鎮
守
府
将
軍
を
兼

ね
た
。
南
朝
軍
支
援

の
た
め
陸
奥
国

霊

山
を
出
発
し
た
の
は
延
元
二
年

(
一
三
三
七

)
の
こ
と
で
、
各
地
を

転
戦
し
な

が
ら
足
利
軍
と
相
対
し
た
が
、
和
泉
国
北
部
か
ら
摂
津
国
南
部
に
か
け
て
の
戦

に
お
い
て
、
翌
延
元
三
年

(
一
三
三
八
)
の
戦
闘
で
討
死
し
た
。
戦
死
し

　
マ
マ

　

た
場
所
に

つ
い
て
は
阿
倍
野
説

と
石
津
説

が
あ
り
定
か
で
は
な

い
。
『
太
平
記
』
中
巻
に
は

「
和
泉
ノ
堺
安
倍
野

ニ
テ
討
死
シ
給
ケ
レ
バ
、
相
従

フ
兵
悉
ク
腹

切
、
疵

ヲ
被
テ

一
人
モ
不
残
失

ニ
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。
顕
家
、
若
冠
二
十

一
歳

の
身
命
で
あ

っ
た
。

大
阪
市

の
南
郊
、
阿
倍
野
区
北
畠

は
、
そ

の
ゆ
か
り

に
よ

っ
て
付
け

ら
れ
た
地
名
で
あ
る
が
、
顕
家
の
墓
と
伝
え
る
塚
が
あ
り

「
大
名
塚
」
と
呼
ば
れ
て

い
た
よ

う
で
あ
る
。
寛
政
六
年

(
一
七
九
六
)
に
刊
行
さ
れ
た

『
住
吉
名
所
圖
會
』
(
巻
之
三
)
に
は
、

○
大
名
塚

同
所

(
阿
倍
野
街
道

)
に
あ
り
北
畠
中
納
言
源
顯
家
卿
の
古
墳
也

と
し
て
記
事
と
合
戦

の
図
を
載

せ
て

い
る
。
ま
た

『
大
阪
府
全
志
』

(
巻
之
三
)
に
は
、

北
泉
顯
家
塚
は
字
播
磨
塚
に
あ
り
、
土
俗
は
之
を
大
名
塚
と
呼

べ
り
。
七
坪
五
合

の
封
土
に
し
て
、
四
圃
に
石

の
玉
垣
を
綾
ら
し
、
裡
に
二
重
毫

石
に
伏
亀

働

を
置
き
て
、
上

に
高
参
尺
五
寸
。
横
壼
尺
七
寸

の
臣
碑
を
存
す
。
亨
保
十
八
年
並
河
五
郎

の
建
設
な
り
。
…

(
中
略

)
…
從
來
は
此

の
地
を
顯
家
戦
妓

の
所
な

ー

り
と
し
、
復

た
此
の
塚
を
其
の
遺
骨
を
埋
め
た
る
墓
な
り
と
傳

へ
た
れ
ど
も
、
是
れ
太
平
記

の
誤
傳

に
出
で
た
る
謬
説
に
し
て
、
顯
家

の
戦
残
地
は
泉
北
郡

の

石
津
な
り
。
其

の
墓
は
石
津
川

の
邊
な
り
と
の
説
そ
の
眞
を
得

た
る
も

の
な
ら
ん
。

(以
下
略
)

と
説
明
し
て

い
る
。

国
道
十
三
号

に
沿

っ
た
大
阪
市
阿
倍
野
区
王
子
町
三
丁
目
が
そ
の
故
地
で
、
昭
和
十
三
年

(
一
九
三
八
)、
大
阪
府

の
顕
彰
史
跡

に
指
定
さ
れ
、
翌
十
四
年

(
一
九

三
九
)
、
大
阪
市

が

「
史
蹟
北
畠
公
園
」
と
し
て
整
備
し
、
現
在
に
至

っ
て

い
る
。

園
内
北
寄
り

に
、
石
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
兆
域
を

つ
く
り
、
そ
の
中
央
、
正
面

一
八
三
セ
ン
チ
、
側
面

一
七
七

セ
ン
チ
、
高
さ
三
七

セ
ン
チ

の
略
方
形

の
基
壇
上
に

"
亀
跣
を
も

つ
石
碑
"
す
な
わ
ち
、
伝
北
畠
顕
家
卿
墓
碑
が
立

っ
て
い
る

(図
版
六
)。
二
段

の
台
座
を
備
え
、
そ

の
上
に
正
面
六
〇
セ
ン
チ
、
側
面
五
七
セ

ン
チ
、

高

さ

一
七

セ
ン
チ
、
首
を
前
方

に
向
け
た
亀
跣
を
の
せ
、
正
面

の
幅
三
三

・
五
セ

ン
チ
、
側
面
幅
二
四

・
五
セ
ン
チ
、
高
さ

一
〇
六
セ
ン
チ

の
碑
身
を
受
け
て

い
る
。

総
高
は

一
七
ニ

セ
ン
チ

で
あ
る
。
碑
身
上
端

は
円
弧
状
に
し
、
楕
円
形

の
彫
り
込
み
の
中

に
蟷
首
を
簡
略
化
し
た
動
物
像
を
彫
刻
し
、
そ

の
下
に
幅

二
三

・
五
セ
ン



チ
、
高
さ
八
五

セ
ン
チ
を
彫
り
く
ぼ
め
、
二
行

に
亘

っ
て
、

大

別
當
鎮
守
府
將
軍
從

二
位
行
権
中
納
言
兼

右
衛
門
督
陸
奥
権
守
源
朝
臣
北
畠
顯
家
卿
之
墓

の
碑
文
を
刻
ん

で
い
る

(
図
版
七
)
。

碑
そ

の
も

の
に
は
刻
銘
は
な

い
が
、
当
碑

は
享
保
十
八
年

二

七
七
三
)
、

　　
　

立
し

た
も

の
で
あ

る
。
な

お

、
用
材

は
す

べ

て
花
闘

岩

で
あ

る
。

6

「
土
師
連
八
島
君
廟
窟
碑
」
と

「
埜
見
賢
君
土
物
竈
跡
碑
」

『
日
本
輿
地
志
略
』

(
五
畿
内
志

)
の
編
者

と
し
て
知
ら
れ
る
並
河
五
郎

(
誠
所

)
が
建

大
阪
府
藤
井
寺
市
、
近
鉄
南
大
阪
線

「
道
明
寺
」
駅

の
西
方

に
道

明
寺
天
満
宮
と
、
境
域
を
接
し
て
道

明
尼
寺

が
あ

る
。

こ
こ
か
ら
西
方
お
よ
び
西
南
方
に
か
け
て
の
羽
曵
野
丘
陵
に
は
、
応
神
天
皇
陵
に
治
定
さ
れ
て

い
る
誉

田
山
古
墳
を
は
じ
め
、
天
皇
陵
を

ふ
く
む
多
数

の
前
方
後

円
墳

で
構
成
さ
れ
て
い
る
古
市
誉
田
古
墳
群

が
所
在
し
て
い
る
が
、
そ

の
東
縁

に
位
置
す

る
道
明
寺

の
地
は

"
土
師

の
里
"
の
名
が
物
語

っ
て

い
る
よ
う
に
古
墳
群

と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
古
墳

の
築
造
と
葬
送
儀
礼
、
さ
ら
に
、
埴
輪

・
土
師
器

の
生
産
と

い
っ
た
幅

の
広

い
職
掌
を
も

つ
土
師
氏

の
居
住
地

で
あ

っ
た
。

そ

の
氏
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
の
が
、
現
在
も
天
満
宮

の
境
内

に
元
宮
と
呼
ば
れ
て

い
る
土
師
神
社

で
あ
り
、
道
明
寺

の
前
身

は
、
推
古
天
皇
二
年

(
五
九
四

)
に

聖
徳
太
子
の
協
力
者
で
あ

っ
た
土
師
連
八
島

が
創
建
し
た
と

い
う
伝
承
を
も

つ
土
師
寺

で
あ
り
、
土
師
連

一
族

の
氏
寺

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。

　
ね

土
師
寺

の
旧
地
は
、
現
在

の
天
満
宮
石
段
の
南
方

一
帯
で
四
天
王
寺
式

の
伽
藍
配
置
を
も

つ
寺
院
跡

が
確
認
さ
れ
て

い
る
。
江
戸
時
代

に
な

っ
て
、
寛
永
十
年
(
一

六
三
三
)
の
石
川
の
大
洪
水

の
災
厄
を
受
け

た
た
め
北
方

の
高
所
に
移
り
、
土
師
神
社
と
並
立
し
て

い
た
。
明
治
初
年

の
神
仏
分
離

で
土
師
寺
は
道
明
尼
寺
と
し
て

現
在
地
に
移
転
し
、
土
師
神
社

の
発
展
し
た
の
が
道
明
寺
天
満
宮
で
あ
る
。

天
満
宮
正
門
石
段

の
す
ぐ
右
側

の

一
か
く

に
立

っ
て

い
る

の
が
標
記

の
二

つ
の
碑

で
、
現
在
で
は
ま

っ
た
く
忘
却
さ
れ
、
ま
わ
り
も
荒
廃
し
た
状
態
に
な

っ
て

い

る
の
が
惜
し
ま
れ
る

(
図
版

七
)。

こ
の
二
碑
は
、
も
と
こ
こ
か
ら
西
方
に
あ
る
八
島
塚
古
墳

の
丘
上

に
あ

っ
た
。

そ

の
名

の
通
り
土
師
連
八
島

の
墳
墓

と
伝
え
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
間

き

か

亀

跣

を

も

つ
石

碑

の
系

譜

(
一↓こ

(63)
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き

ホ

亀
跣
を
も
つ
石
碑

の
系
譜
(三
)

の
事
情

に

つ
い
て
、

『大
阪
府
全
志
』

(巻
四
)
に
は

「
八
島

の
碑
」
と
し
て
次

の
よ
う

に
記

さ
れ
て

い
る
。

八
島

の
碑
は
道
明
寺

の
西
邊
字
番
田
に
あ
り
土
師
神
社

の
所
屡
畑
地
な
り
。
碑
は
二
個
を
存
し
、
其

の

一
は
高
さ
壼
丈
に
し
て

「
土
師
連
八
島
君
之
廟
窟
」

の
九
字
を
刻
し
、
他
の

一
は
高
さ
八
尺
に
し
て

「
河
州
志
紀
郡
道
明
寺
領
地
干
八
島
君
之
家
上
」

の
十
八
字

を
刻
し

て
、
元
文
五
年
道
明
寺
住
尼
超
雲

の
建
て

し
も

の
な
り
、
然
れ
ど
も
是
れ
眞

の
墓
地
に
あ
ら
ず
、
も
と
今

の
仲
媛
皇
后
御
陵

の
陪
塚
と
な

れ
る
八
島
塚
に
あ
り
し
も
、
同
塚
は
陪

塚
に
移

せ
し
も

の
な
り
。

而
し
て
其

の
陪
塚
と
な
り
し
八
島
塚

の
入
島

の
碑
を
存
せ
し
事
に
就
て
は
里
傳
あ
り
、
之

に
依
れ
ば
、
土
師
聯
杜

の
東
を
通
ず
る
小
川
ま

で
は
古

の
杜
域
な
り

し

が
、
後
開
墾
せ
ら
れ
て
肚
領
地
と
な
る
。
入
島

の
墓

の
存

せ
し
は
其

の
地
な
り
し
も
、
洪
水

の
爲

め
に
流
亡
せ
し
を
以
て
、
後
、
碑
を
陪
塚
上

に
建
て

・
遂

に
八
島
塚
と
構
す

る
に
至
り
し
も

の
な
り
と

い
ふ
。

現
地

に
移
さ
れ
る
ま
で
は
八
島
塚

に
あ

っ
た
こ
と

は
確

か
で
あ
る
が
、

こ
の
古
墳

が
西
隣

に
あ
る
他

の
二
基
の
古
墳
と
共
に
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
、
北
方

　
お

に
あ
る
仲
津
媛
陵

の
陪
塚

に
認
定
さ
れ
た
た
め
に
碑

の
取
除
き
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ろ
く
せ
き

ぷ
ん

　

道
明
寺
天
満
宮

に
は
、
『
勒
石
文
』
と
題
し
た
碑
帖

が
伝

わ

っ
て

い
る
。
『藤
井
寺
市
史
』
第

十
巻
、
史
料
編
八
中
、

に
収
録
さ
れ
、
全
体

の
写
真
が
掲
載
さ
れ
全

文

の
翻
刻
と
く
わ
し

い
解
説

が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ

に
よ
る
と

『勒

石
文
』

は
桐
筥
に
納

め
ら
れ
、
中

に
は
筆
者

で
あ
る
凌
雲
心
画
主
人

(
武
ノ
下
忠
囲
)
の

か
ま
ど

添
文
が
あ

る
。
そ

の
内
容
は
、
「
道
明
寺
内

の
八
島
塚

の
碑
表
と
客
殿
御

窯

跡

の
験
石

の
銘

の
二
つ
に

つ
い
て
調
査
し
、
そ
の
上
に
そ
れ
ら
の
文
章

が
読
み
や
す

い

の

み
の
す
く

ね

よ
う

に
添
え
書
を
し
た
」
と

い
う

こ
と
が
記
さ
れ
、
ま
た

『
勒
石
文
』
は
、
「垂
仁
天
皇

の
時
代

に
野
見
宿
禰
が
埴
輪
を
作

っ
て
殉
死
の
風
を
廃

め
さ
せ
た
功
に
よ
り

か

ま
あ
と

し

る

し
る

し

土
師
連
を
称
し
た
。

こ
の
時

の
窯
跡
が
僅
か
に
存
す

る
の
み
な

の
で
、
石
に
勒
し

て
験
に
建
て
た
。
し
か
し
元
亀
三
年

(
一
五
七
二
)
の
兵
火
で
も
寺
も
遺
跡
も
尽

く
亡
失
し
た
。
そ

こ
で
、
道
明
寺
開
祖
の
土
師
連
八
島
君

の
廟
窟

に
、
碑
を
再
建
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
元
文
五
年

(
一
七
四
〇
)
六
月
、
五
条
前
黄
門
菅
君

(菅

い
ち
ろ
う

原
為
範

)
の
命

に
よ
り
、
老
尼
和
尚

(
道
明
律
尼
寺

一
膓
、
前
梅
香
院
超
運
老
尼

)
の
求
め
に
応
じ
て
、
浪
華

の
隠
士
凌
雲
心
画
主
人

(
武
ノ
下
忠
国
、
別

に

一
敬

て
ん
が
く

子
と
も
号
す

)
が
築
額
と
碑
文
の
字

を
記
し
た
」
と

い
う
経
緯
で
作
ら
れ
た
も

の
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。

「
土
師
連
八
島
君
廟
窟
碑
」
は
南
面
し
て

い
る
。
花
商
岩
、
二
段

の
台
座
上

に
、
正
面
八
四

セ
ン
チ
、
側
面
九
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
二
四
セ
ン
チ
、
首
を
正
面
に
向

け
た
花
商
岩
製

の
亀
朕
を

の
せ
、
正
面

の
幅
四
七
セ

ン
チ
、
側
面

二
一二
・
五
セ

ン
チ
、
高
さ

一
二
ニ
セ
ン
チ

の
碑
身
、
さ
ら
に
そ

の
上
に
正
面

の
幅
七
入
セ
ン
チ
、

側
面
五
四
セ
ン
チ
。
高

さ
二
四
セ
ン
チ

の
蒲
鉾
形

の
笠
を
乗
せ
て
い
る
。
碑
身
と
笠
は
砂
岩
製

、
碑

の
正
面

に
は
花
山岡
岩
製

の
経
机
を
置
い
て

い
る
。
総
高

は
二
四

(64)



三

セ

ン
チ

を

計

る

(図
版

七

)。

碑
身

の
正

面

は
、
上
部

に
縦

一
ニ

セ

ン
チ
、

横

一
ニ

セ

ン
チ

の
築
額

部

を

つ
く

り
、

こ

こ
に

「
土
師

連

」
と

刻

み
、

て
碑

表

と

し
、

「
八
島

君

之
廟

窟

」
と
刻

ん

で

い
る
。

以
下

、

各

面

に
刻

ま

れ

て

い
る
銘

文

は
次

の
通

り

で
あ

る
。

道

明
尼

律
寺

一
藤

前

梅

香

院
超

運
老

尼
再

建

(右

側

面

)

そ

の
下

に
縦

九

一
・
五

セ

ン
チ

を

彫

り

ぼ
め

錐
君
碑
豫
立
元
文
五
季
庚
申

仲
夏
温
故
而
更
勒
新
石
以
垂
不

朽
翼
勿
時
月
之
礼
璽
闘
如
　

老
尼
罐

(
背

面

)

奉
光
禄
大
夫

撮
坂
隠
士

菅

君
命

武
下
忠
囲
謹
築
額
井
書

(
左
側
面

)

次
に

「
埜
見
賢
君
土
物
竈
跡
碑
」
は
、
先

の
碑

に
向

か

っ
て
左
側
前
方

に
東
面
し
て
立

っ
て

い
る
。
や
や
小
さ
く
、
総
高

は

一
九

六
セ
ン
チ

で
あ
る
。
こ
れ
も
花

由岡
製

二
段

の
台
座

の
上
に
、
正
面

の
幅
六
三
セ

ン
チ
、
側
面
六
八

セ
ン
チ
、
高
さ
二
四
セ
ン
チ
、
花
山岡
岩
製

で
首
を
正
面
に
向
け
た
亀
跣
を

の
せ
、
そ

の
上
に
正
面

の
幅
三
九

.
五

セ
ン
チ
、
側
面
二
七
セ
ン
チ
、
高
さ
九
七
セ

ン
チ
、
砂
岩
製

の
碑
身
を
立
て
、
正
面

の
幅

五
七

セ
ン
チ
、
高
さ

一
五

セ
ン
チ
、

こ
れ
も
砂
岩
製

の
笠

を
か
ぶ
せ
て

い
る

(
図
版
七
)。
碑
身

の
四
面
に
次

の
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

恭
以

翻
刊
志
紀
螂
離
醐
詩
禰
納

一
繭
前
梅
香
院
超
運
老
尼
興
起

餅才

人
皇
十

一
代

垂
仁

天
皇
三
十

二
年
穐
七
月

皇
后
日
葉
酢
媛
命
莞
有
臨
葬
焉

(
正
面
)

於
是

天
穂
日
命
十
四
世

野
見
宿
祢
議

奏
之
以
土
物

き

ふ

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(三
)
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亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(三
)

更
易
生
人
始
埋
立
其
墓
此
土
物
謂
埴
輪
芙

帝
大
喜
之

詔
宿
祢

日
汝
之
便
議
塞
治

朕
心
為
後
葉
之

法
則
厚
賞

宿
祢
之
功
賜
鍛
地
任
土
師
職
因
謂
土
師
臣
　
詳
干

日
本
書
紀

垂
仁
之
巻
也
其
取
埴
以
造
作
人
馬
及

種
々
物
形
献
干

天
皇
即
斯
地
而
素
土
師
家
之
世
禄
云
々
鳴
呼
惜
　
乎
其
土
物
之
古
竈

(
左
側
面

)

遺
躍
綾
存
寺
内
南
於
西
唾
者
唯
焦
土
耳
由
是
大
概
勒
示

石
以
建
験
也
抑
於
当
時
開
基
聖
徳
太
子
草
創
大
伽
藍
於

土
師
連
之
館
跡
焉
然
元
亀
三
年
兵
火
威
失
昊
蓋

聖
武
之
朝
天
平
元
年
仲
秋

土
師
臣
十

一
世
禮
部
尚
書
通
議

大
夫
土
師
古
人
改
旧
姓
而
菅
原
姓
焉
伏
聞
正

神
之
曽
祖
也
卑
有
八
島
家

宿
祢
之
後
當
寺
開
祖
土
師
連
之

(
背
面
)

(66)

 

廟
窟
故
追
遠
建
碑
以
祠
往
昔
當
所
構
土
師
郷
当
寺
號

土
師
寺
者
則
此
寺
謂
也
山百
元
文
五
季
歳
次
庚
申
六
月
日

因

五
条
前
黄
門
菅
君
之
厳
命
且
老
尼
和
尚
之
索
謹
書

浪
華
隠
士
凌
雲
心
画
人
武
下
忠
囲
頓
首
百
拝

別
號

一
敬
子

(右
側
面
)



7

む
ね
の
ぶ

松
江
藩
主
松
平
宗
桁
寿
蔵
碑

げ

っ
し

ょ
う

松
江
城

の
西
方
約

一
キ

ロ
、
松
江
市
外
中
原
町

に
あ

る
月

照

寺
は
、
寛
永
十
五
年

(
一
六
三
八
)
、
松

江
藩
主
と
し
て
入
封
し

た
松
平
家

の
菩
提
寺

で
あ
り
、
初

な

り
た
け

代
直
政
か
ら
九
代
斉
貴

に
至

る
歴
代
藩
主

の
墓
所
と
し

て
も
知
ら
れ
て

い
る
。

一
万
平
方

メ
ー
ト

ル
に
及
ぶ
広

い
境
内

に
は
、
廟
門

・
鳥
居

・
玉
垣
を
備
え
、
藩
士

の
献
納
し
た
石
灯
篭

が
立
ち
並
ん
で
い
て
壮
観

で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
六
代
宗
桁

の
墓
所

に
は
、
首
を
高
く
の
ば
し
、
四
肢
を
ふ
ん
ば

っ
た
巨
大
な
亀
跣

に
乗
る

「
天
隆
公
寿
蔵
碑
」
が
立

っ
て

い
る
。

こ
こ
を
訪
れ
た

の

は
ず

い
ぶ
ん
前

の
こ
と
で
、
「亀
跣
を
も

つ
石
碑

の
系
譜
」

の
遺
例

と
し
て
取
り
上
げ

る
こ
と
を
失
念
し
て

い
た
が
、
こ
の
際
書
き
加
え
て
お
き
た

い
。

月
照
寺

に

つ
い
て
は
、
出
雲
国

の
地
誌

『
雲
陽
誌
』
巻
之

一
、
島
根
郡
に
記
事
が
あ
り
、
次

の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

浄

土
宗
歓
喜

山
と

い

へ
り
、
本
尊
・阿
彌
陀
如
來
行
基

の
作
な
り
、
此
寺
も
と
は
洞
雲
寺
と

い
ひ
し
暉
林

に
て
五
百
羅
漢
な
と
も
あ
り
た
れ
と
、

い
つ
の
比
か

無
住

と
な
り
て
荒
は
て
た
り
、
然
る
に
寛
文
年
中
太
守
少
將
直
政
公
の
御
母
堂
月
照
院
殿

の
露
牌
を
安
置
し
た
ま
は
ん
と
て
、
松

江
の
城

の
西
外
中
原
と

い
ふ

所
に
て
寺
地
を
見
た
ま
ふ
に
、
此
庭
御
心
に
協
け
れ
は
寺
建
立
あ
ら
ん
事
を
執
政
の
人
に
の
た
ま

ひ
合
、
即
蒙
光
山
月
照
寺

と
名

つ
け
、
長
答
上
人
を
開
山

の

僧
と
な
し
た
ま

は
ん
と
仰
あ
り
け
る
時
、
近
習

の
人
に
戯
た
ま
ふ
は
我
百
歳

の
後
命
終
ら
は
此
所

に
墳
墓
を
築
そ
こ
の
所
を

は
葬
送

の
地
と
な
さ
ん
な
と

の
た

ま
ひ
し
と
か
や
、
果
し
て
同
六
丙
午

の
年

二
月
三
日
江
戸

の
御
館
に
て
逝
去
し
た
ま
ふ
、
嗣
君
侍
從
綱
隆
公
其
心
を

つ
き
同
年
に
経
鶯
事
を
は
り
て
蒙
光
山
を

改
歓
喜
山
と
名

付
た
ま

ひ
、
綱
隆
公
自
額
を
書
し
生
蓮
吐
長
轡
上
人
流
安
和
尚
を
第

一
租
と
な
し
た
ま

ふ
、

い
ま
の
月
照
寺
と

い
ふ
は
是
な
り

(
以
下
、
略
)

こ
れ
に
よ

っ
て
当

墓
所

の
成
り
立
ち
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
南
面
す
る
唐
門
を
く
ぐ

っ
て
境
内

に
入
る
と
、
正
面

一
段
高

い
所
に
二
つ
の
墓
域
が
あ
る
。
向

か

ふ

ま

い

は
る

さ
と

っ
て
左
が
初
代
藩
主
直
政
、
右
が
風
流
を
愛
し
、
不
昧
公
の
雅
号

で
知
ら
れ
る
七
代
治
郷
の
墓
所

で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
右

へ
折
れ
る
と
本
堂
、
御
霊
屋
な
ど
の
建
物

が
並

び
、
そ
の
奥
、
道

に
沿

っ
た
両
側
に
歴
代
藩
主

の
各
墓
所
が
ひ
ろ
が

っ
て
い
る
。

六
代
宗
桁

の
墓
所

は
右
側

の

一
ば
ん
手
前
に
あ
り
、
廟
前
に
向
か

っ
て
左
側
に
こ
の
碑
が
立
て
ら
れ
て

い
る
。
巨
大
な
亀
跣

で
あ
る
が
、
あ
ま
り

に
も
写
実
的
な

彫
刻

で
あ

る
た
め
に
不
気
味
で
あ

る
。
松
江

の
町
を

こ
よ
な
く
愛
し
た
ラ

フ
カ
デ
ィ
オ

・
ハ
ー

ン
、
小
泉
八
雲
は
、
そ

の
著

『
神
国

の
首
都
』
に
、

う
す
気
味

の
わ

る
い
仲
間
の
な
か
で
夜
間

に
出
あ

っ
て

一
番
恐
ろ
し
か

っ
た
の
は
、
松
平
家

の
墓
地
松
江
市
月
照
寺
境
内

の
大
亀

で
あ

っ
た
ろ
う
。

こ
の
石
の

き

ふ

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)
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き

か

亀
跣
を
も

つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)

巨
像

は
長

さ

が
ほ

と
ん

ど

一
丈

七

尺

で
、

と
書

い
て

い
る
が
、

正

に
そ

の
通

り

で
あ

る

。

頭
も
六
尺
も
地
上
か
ら
も
た
げ

て
い
る
。

11312111098765432

注見
祢
山
墓
所
は
、
先

に
猪
苗
代
町

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
六

一
年
に
改

め
て
国

の
史
跡
に
指

定
さ
れ
た
。
『
月
刊
文
化
財
』
第

二
七
二
号
、

史
跡
7

近
世

・
近
代
1
』
(
昭
和
六
三
年
刊
)
に
紹
介
記

事

が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

宮
崎
十
三
八
氏
編

『保
科
正
之

の
す

べ
て
』

(新
人
物
往
来

社
、
平
成

二
年
刊

)

塩
谷
七
重
郎
氏

『保
科
正
之
公
と
土
津
神
社
』

(土
津
神
社

神
域
整
備
奉
賛
会
刊
、
昭
和
六
三
年
刊
)

相
田
泰
三
氏

『土
津
霊
神
碑
文
謹
解
』
お
よ

び
同
氏

『会
津

松
平
氏
墓
碑
銘
和
解
』

(会
津
保
松
会

、
昭
和
六

一
年
刊

)
を
参
照
し
た
。

1
と
同
じ
。

前
掲

『会
津
松
平
氏
墓
碑
銘
和
解
』
に
、
歴
代
墓
碑

の
銘
文

と
現
代
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

「
岡
山
藩
主
池

田
家
墓
所
」
(「
新
指
定

の
文
化
財
」、

『月
刊

文
化
財
』
第
三

一
五
号

)
に
紹
介
記
事

が
掲
載

さ
れ

て
い
る
。

谷

口
澄
夫
氏

『池
田
光
政
』

(吉
川
弘
文
館
、
人
物
叢
書
、

昭
和
六
二
年
再
刊

)

『績

々
群
書
類
從
』
第
三
、
史
傳
部
所
収

兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
編

『書
写
山
円
教
寺
』

(
『兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
調
査
報
告
書
』

m
、
昭
和
六
三
年

刊

)

川
端
直
正

『大
阪
市

の
建
碑
』
(
大
阪
市
、
昭
和

三
五
年
刊

)

藤
井
寺
市
教
育
委
員
会

『藤
井
寺
市
及

び
そ
の
周
辺

の
古
代

寺
院

(下

〉』
(藤
井
寺

の
遺
跡
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク

恥
3
、

昭
和
六
三
年

)

「八
島
塚
取
除
命
令

二
付
伺
書
」
(
『藤
井
寺
市
史

』
第
十
巻

、
史
料
編
八
中
、
所
収
)

お
よ
び

『
日
本

の

(68)

 

三

製
作
の
意
図
と
年
代

以
上

、

わ
が
国

に
現
存

す

る

「
亀

朕

を
も

つ
石
碑

」

の
探

訪

を

つ
づ
け

、

そ

の
来

歴

を
し

ら

べ
る

と
共

に
、

形
状

・
法
量

等

を
確

か
め
、

さ
ら

に
亀

鉄

そ

の
も

の

の
特
徴

に

つ
い
て
も

述

べ
て
来

た

つ
も

り

で
あ

る
。

ま
ず

、
そ

の
数

に

つ

い
て

は
、
私

の
実
見

し

た
も

の
だ
け

で
も
五

十
基

を
数

え
、
所

在
地

と
し

て

は
九
府

県

に
及

ぶ
が
、
そ

の
内

訳

は
、
福

島

(
9
)
・
三
重

(
2

)
・



を

ユ

京

都

(
2

)
・
大

阪

(
6

)
・
兵

庫

(
7

)
・
岡

山

(
1

)
・
鳥

取

(
12

)
・
島

根

(
1

)
・
山

口

(
10

)

と

な

る

。

東

北

の

福

島

県

会

津

の

地

を

特

例

と

し

て

、

近

畿

.

　

　

中
国

に
集
中
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
れ
ら
の
遺
例
を
年
代
順
に
並
べ
て
表
を
作
成
し
た
。
左
端

の
欄

に
示
し
た
数
字
は
、
①

が
顕
彰
碑
、
②

が
頒
徳
碑
、
③

が
墓
碑

で
、
碑

の
建
立
さ
れ
た
目
的

.

意
図
を
、
そ

の
来
歴
と
碑
そ
の
も
の
に
刻
ま
れ
て
い
る
銘
文
を
参
照
し
な
が
ら
、

三
種
に
分
類
し
て
み
た
。
も
と
よ
り
、
保
科
正
之

に
は
じ
ま
る
会
津
若
松
藩
主
歴

代

の
碑
や
、
毛
利
吉
就

に
は
じ
ま
る
萩
藩
主
歴
代

の
碑

の
よ
う

に
、
墓
塔
は
別
に
あ

っ
て
そ

の
墓
前
に
建
て
ら
れ
た
碑
の
場
合

は
碩
徳
碑

と
し
て
の
意
図

で
立

て
ら

れ
た
も

の
で
あ
り
、
鳥
取
藩
主

の
場
合
は
墓
碑
そ
の
も
の
で
あ

る
か
ら
必
ず
し
も
厳
密
な
区
別

で
は
な

い
。

こ
う
し
て
分
類
し
て
み
る
と
、
「
亀
跣
を
も

つ
石
碑
」

の
造
立
の
意
図
と
し

て
は
、
個
人
の
碩
徳
碑
あ
る

い
は
墓
碑
と
し
て
立
て
ら
れ
る
場
合

が
も

っ
と
も
多
く
、

や
は
り

こ
れ
が
本
流
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
遠
く
中
国
に
起
源
を
も

つ

「亀
朕
を
も

つ
石
碑
」
が
彼
国

に
あ

っ
て
は
墓
碑
本
来

の
意
味
と
役
割
を
も

っ
て

い
た
の
で
あ
り
、
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
各
時
代

の
遺
例
も
同
様

で
あ

っ
た
。
わ
が
国

に
は
古
代

・
中
世

の
遺
例
は
な

い
が
、
近
世
に
な

っ
て
忽
然
と
出
現
す
る

遺
例
も
、
造
立
の
意
図

の
上
で
は
そ

の
流
れ
の
上
に
位
置
づ
け

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

田ω

こ
う
し
た
中

に
あ

っ
て
、
少
し
趣
を
異

に
す
る
の
が
顕
彰
碑

で
、
時
期

と
し
て
は
古

い
部
類

に
入
る

"
播
州
明
石
浦
柿
本
太
夫
祠
堂
碑
"
は
、
人
丸
神
社
を
顕
彰

す
る
碑
と
し
て
顕
彰
碑
に
分
類
し
た
が
、
柿
本
人
麻
呂
を
称
え
る
と
い
う
意
図
か
ら
見

る
と
碩
徳
碑

に
す

る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
う
し
た
視
点

に
立

つ
と
、
明
ら
か

に
顕
彰
碑
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
阪
道
明
寺
天
満
宮

の

"
土
師
連
八
島

君
廟
窟
碑
"
と

"
埜
見
賢
君
土
物
竈
跡
碑
"
、
さ
ら
に
萩
藩

の
藩
校

"
明
倫
館
碑
"

等
の
数
例

で
、
年
代

の
上
か
ら
見
る
と
江
戸
時
代
後
半

の
造
立
で
あ
り
、
後
出
的
要
素

の
強

い
も
の
と

い
え
よ
う
。

次

に
年
代
に

つ
い
て
で
あ
る
が
、
数
あ
る
遺
例

の
中

で
、
も

っ
と
も
古

い
も

の
が
、
私
に
と

っ
て
ま

っ
た
く
地
元
で
あ
る
、
東
大
阪
市

の
若
江
墓
地

に
あ
る

"
山

口
重
信
牧
碑
"

で
あ

っ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ

る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、

こ
の
碑

の
撰
文
は
、
幕
府

の
大
学
頭
林
道
春

(
羅
山
)
な
の
で
あ

り
、
築
額

の
文
字
が
、

　

ヨ

当
時
、
積
極
的

に
中
国
の
学
術

・
文
化
を
採
り
入
れ
た
石
川
丈
山
で
あ
る
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
こ
の
遺
例
が
、
本
格
的
な

「
亀
跣
を
も

つ
石
碑
」
で
あ

る
こ
と
は

当
然

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
に

つ
づ
き
、
寛
文
年
間

に
造
立
さ
れ
る

"
播
州
明
石
浦
柿
本
太
夫
祠
堂
碑
"
、
さ
ら
に
姫
路
市
増
位
山
随
願
寺

に
あ
る

"
榊
原
忠
次
墓

表
"
が
、

い
ず
れ
も
林
道
春

の
後
を
嗣

い
だ
林
春
斎

の
撰
文
で
あ
り
、
「
亀
跣
を
も

つ
石
碑
」

の
源
流

の

一
つ
が
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
中
国
文
化

の
導
入
.
採
用
と

軌
を

一
つ
に
す
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
私

の
所
説
を
裏
づ
け
て
い
る
。

と

ふ

亀
朕
を
も

っ
石
碑
の
系
譜
(
三
)



●享保18

●元文5

●元文5

●元文6

●天明4

●寛政5

●寛政12
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●嘉永2

●安政7

亀き
跣ふ
を
も
つ
石
碑
の
系
譜

三



「亀 鉄をもつ石碑 」の分類別 ・年代別一覧表(*印 は歴代墓碑 の うち年代の古 いものを掲 げた)

亀 ・
跣 ふ

を

も
つ

石

碑
の

系

董

(71)



き

ホ

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(三
)

こ
う
し
た
中
国
文
化
を
自
ら
の
学
問
と
し
、
そ

の
素
養

の
上
に
立

っ
て
自
ら
の
墓
所
、
あ
る
い
は
先
祖

の
墓
所
を
設
営
し
た
の
が
、
保
科
正
之
で
あ
り
池
田
光
政

と
い

っ
た
近
世
初
頭

の
大
名

で
あ

っ
た
。
お
よ
そ
三
百
を
数
え
る
諸
侯

の
中

で
、
数
少
な

い
孤
高

の
名
君
と

い
う
言
葉

が
ふ
さ
わ
し

い
が
、
中
国

の
墓
制

を
学
び
そ

の
知
識

の
上
に
立

っ
て
造
営
さ
れ
た
墓
域

・
墓
塔

・
墓
碑
は
、
正
に
近
世
大
名
墓
所

の
白
眉
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

私

の
主
張
す
る
も
う

一
つ
の
流
れ
は
、
黄
桀
宗
と
の
つ
な
が
り
で
あ

る
。
祖
師
隠
元

の

"
特
賜
大
光
普

照
国
師
塔
"

は
宝
永
六
年

(
一
七
〇
九
)
の
造

立
で
あ

る

が
、
黄
漿
宗

に
帰
依
し
、
そ

の
領
国

に
菩
提
寺
を
建
立
す
る
に
当

た

っ
て
黄
桀
宗
を
採
用
し
た
因
幡
鳥
取
藩

の
初
代
藩
・王
池
田
光
仲

の
墓
碑
は
元
禄
六
年

(
一
六
九

三
)
、
防
長
二
国
を
領
し
た
萩
藩

の
五
代
藩
主
毛
利
吉
就

の

"
徳
感
碑
"
は
翌
元
禄
七
年

(
一
六
九
四
)
、
隠
元

の
塔
よ
り
先
立

っ
て
造
立
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
間

の

事
情

に

つ
い
て
は
、
隠
元

の
塔
そ

の
も

の
の
造
立
年
代
に

つ
い
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
後
考

に
備
え
て
お
き
た
い
。

い
ま

一
つ
源
流
を
考
え
る
上
で
重
要
な
位
置
を
占
め
る
遺
例

と
し
て
、
三
重
県
嬉
野
町
天
華
寺

に
所
在
す

る

"
石
書

経
塔
"
と
、
大
阪
府
南
河
内
郡
美
原
町

の
法

雲
寺

に
あ
る

"
慧
極
禅
師
道
行
碑
"

が
あ
る
。
江
戸
時
代
後
期

の
造
立

で
、
と
も
に
伊
勢
松
阪

の
文
人
韓

天
寿

の
撰
文

・
揮
毫

に
成
る
名
碑

で
あ
る
。

こ
の
二

つ
の

碑

の
う
ち
、
"慧
極
禅
師
道
行
碑
"
は
、
直
接
黄
漿
宗
に
係
わ
り
が
あ
る
が
、

二
つ
の
碑
が
亀
跣
を
伴
う

こ
と
の
背
景
と
し

て
、
韓
天
寿

の
生

い
立
ち
と
も

つ
な

が

っ

て

い
る

の
か
も
知
れ
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
文
人
韓
天
寿

の
雅
号
は
、
当
時

の
慣
習

に
従

っ
て

い
る
が
、
本
来
そ

の
出
自
は
韓
氏
ま
た
鯨
氏
と
称
し
た
と

い
う

　
る

こ
と
で
あ
り
、
遠
く
韓
半
島

に
源
流

の
あ

る

「
亀
朕
を
も

つ
石
碑
」
が
脳
裏
に
あ

っ
た
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

(72)
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注こ
の
数
字
の
中
で
、
福
島

(
9
)
は
、
会
津
若
松
藩
主
初
代

保
科

正
之

の
見
祢
山
墓
所
と
、
二
代
か
ら
九
代

ま
で
の
院
内

山
墓
所

の
総
数
、
鳥
取

(
12
)
は
因
幡
鳥
取
藩
主

歴
代
墓
碑
の
総
数

、
同
じ
く
山
口

(
10
)
の
う
ち

(
6

)
が
萩
市
東
光
寺

に
あ
る
萩
藩
主
毛
利
家

の
墓
碑
で
あ
る
。

ま
だ
実
見
し
て

い
な
い
が
、
東
京

都
墨

田
区

の
弘
福
寺
に
は
因
幡
若
桜
藩
主
池
田
定
常
墓
碑

の
あ

る
ほ
か
、

関
東
・中
部
地
方

に
は
遺
例
が
知
ら
れ
て

い
な

い
。

三
重

(
2

)

の
中
に
は
津
市

の
結
城
神
社
に
あ

る

「結
城
神
君
之
碑
」
を

ふ
く
め
た
が
、
く
わ
し

い
調
査
を
果

た
し
て

い
な

い
。

ま
た
中
国
地
方

で
は
、
山
口
県
宇
部
市

の
東
隆
寺

に
あ

る
厚
狭
氏
墓
所
、

さ
ら
に
九
州
地
方

に

一
・刀
所
所
在
す

る
こ
と
を
伝
聞
し
て

い
る
。
な
お
、
今
年

の
夏
、
調
査

の
た
め
再
三
訪
れ
た
讃
岐
高
松
藩
主

松
平
家
墓
所

の
あ
る
高

松
市
仏
生
山
町
の
法
然
寺
墓
地

で
藩
士

の
墓
碑

二
基
を

べ

っ
見
し
た
。

こ
れ
ら
に

つ
い
て
は
機
会
を
見

て
調

査
を
果

た
し
た

い
。

水
田
紀
久
氏

「唐
様

の
世
界
」

(
『
日
本

の
近
世

12
、
文
学

と
美
術

の
成
熟
』、
中
央
公
論
社
刊
、
平
成
五
年
五

月
)
に
石
川
丈
山
の
こ
と
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
。

村
上
泰
昭
氏

『韓

天
寿
』

(平
成
三
年

一
一
月
)
に
、
韓

天
寿

の
生

い
立
ち
と
年
譜
が
く
わ
し
く
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
二

つ
の
碑
に

つ
い
て
も

同
氏
よ
り
種

々
教

示
を
得

た
。



記
し
て
感

謝

の
意
を
表
す

る
。

四

石
造

彫
刻
と

し

て

の
亀
鉄

は
る

か
中

国

の
南

北
朝

時

代

に
起

源

が
あ

り
、
唐

代

に
な

っ
て
盛

行

し

た
亀
朕

は
、

朝
鮮

半
島

に
も

伝

わ
り

、
統

一
新

羅
時

代

以

後
、

高
麗

・
朝
鮮

王

朝

の
時

代

に
至

る
ま

で
命

脈

を
保

っ
た
。

こ
う

し

た

「
亀

朕

を
も

つ
石

碑

」

は
、

古
代

の
日
本

に

は
伝

わ
ら
ず

、

近

世

に
な

っ
て
中

国

文
化

の
憧

憬

・
傾

倒

に

つ
な

が

る
受

容

に
よ

っ
て
、

限

ら

れ
た

階
層

と
地

域

で

は
あ

る

が
、
あ

る
目

的

を
も

つ
建
碑

に
際

し

て
採

用
さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た
。

こ
れ

が
本

稿

に
お

い
て
縷

々
述

べ
て
来

た
私

の
所
論

で
あ

る
。

稿

の
最
後

に
当

た

っ
て
考

え

て

み
た

か

っ
た

こ
と

は
、
亀

跣

そ

の
も

の

が

一
つ
の
石
造

彫
刻

で
あ

り
、

造

形
美

術

と

し
て

の
性

格
を

持

つ
も

の
で
あ

る

こ
と

か
ら
、

こ
れ
を
製

作
す

る

工
人

に

と

っ
て

"亀

"
、

そ
れ

も
、

お

そ

ら
く

"
海
亀

"
を
象

っ
た
亀

朕

を
表

現
す

る

こ
と

は
そ
れ

な

り

の
知

識

と
素
養

が
要

求

さ
れ

た
に
相

違

な

い
が
、

一
体

何
を

手
本

と
し

た

の
だ
ろ

う

か

と

い
う

こ
と

に

つ
い
て

で
あ

る
。

中

国

・
朝
鮮

で

の
遺

例

は

こ
こ

で
は
省

く

が
、

わ
が
国

に

お

け

る
各
地

の
遺

例

に
見

ら

れ
る

よ
う

に
、

亀

朕

が
海
亀

を
象

っ
て

い
る
と

い

っ
て

も
、

お
と
な

し

く

う
ず

く

ま

る
亀

か
ら
、

写

実
的

・
躍
動

的

な
体

躯
を

表

わ
す

も

の
、

あ

る

い
は
檸

猛
さ

さ

え
感

じ
さ

せ
る

も

の
な

ど

、

そ

の
姿

態

は
さ

ま

ざ
ま

で
あ
る

。

と

く

に
、

頭
部

の
表

現

を
見

る
と
、
亀

と

い
う
よ

り
も

、

他

の
哺
乳

類

の
動
物

を
意

識

し
、

あ

る

い
は
そ

れ
ら

を
合

成

し

て
創
作

さ
れ

た

の
で

は
な

い
か
と
思

う

も

の

さ
え
あ

る
。

亀
跣

そ

の
も

の
が
、
亀

と

い
う
動

物

の
持

っ
て

い
る
性

格

に
加

え

て
、
邪

悪

を

は
ら

い
、
寄

せ
来

る

悪

霊
を

退
散

さ
せ

る
と

い
う
意

味

で
創

作

さ

れ

た
も

の
か

も

知

れ
な

い
と
も

思
え

る
。

こ
う

し
た

場
合

、
亀

跣

の
姿

勢

あ

る

い
は
表
情

を

ど

の
よ

う

に
表
現

し

よ
う

か

と

い
う
意

志

と
そ

の
決

定

は
、

碑

の
建

立
者

に
あ

る

の

だ
ろ

う

か
、
そ

れ

と
も

仕
事

を

任

さ
れ

た

石
工

に
あ

る

の
だ

ろ
う

か
、

と

い

っ
た

こ
と

も
考

え

て
見

な
け

れ

ば
な

ら

な

い
こ
と

の

一
つ
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、
亀

を
彫

刻
す

る

に
当

た

っ
て
、

石
工

は
何

を

手

本

に
し

た

の
だ
ろ
う

か

、
と

い
う

こ
と

に

つ
い
て
で
あ

る
が
、

わ

が
国

に

お

い
て

「
亀

跣

を

も

つ
石

碑

」

が
造

立
さ

れ

た
江

戸
時

代

に

は
、
す

で

に
中

世
以

来

の
絵

画

の
素

材

と
な

る
粉

本

が
伝

わ

っ
て

お
り

、

石
工

は

こ
う
し

た
絵

画

資
料

を

手
本

と
し

て
彫

刻

し

た

と

考

え
れ

ば
よ

い

の
で
あ

ろ

う
。

さ
ら

に
、

江

戸
時
代

の
文

運

と
と
も

に
発
達

し

た
本
草

学

・
博
物

学

の

流

れ
と
も

か

か
わ

っ
て
来

る

の

か
も
知

れ
な

い
。

亀
朕
を
も

つ
石
碑

の
系
譜
(三
)

(73)



き

ふ

亀
跣
を
も
つ
石
碑
の
系
譜
(
三
)

わ
が
国

に
お
い
て
、
写
生
主
義

に
よ
る
動
物
絵
画
が
大
陸
か
ら
導
入
さ
れ
た
の
は
室
町
末
期

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
絵
画
の
粉
本
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
は

注

1

「
浬
藥
図
」
に
描
か
れ
た
動
物
絵
画
で
あ
り
、
「
浬
藥
図
」
が
動
物
図
鑑

の
役
割
を
果

た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
従

っ
て
江
戸
時
代
に
は
多
く
の
絵
画
資
料

が
整

っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
香
川
県
高
松
市
仏
生
山
町
に
あ

る
法
然
寺
は
、
讃
岐
高
松
藩
主
松
平
頼
重

が
、
自
ら

の
仏
教
信
仰

と
設
計

に
も
と
つ
い
て
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
独

特

の
伽
藍
配
置
を
も

つ
諸
堂
宇

が
並

び
、
般
若
台
と
よ
ば
れ
る
小
丘
の
頂
上

に
は
、
頼
重
侯
を
は
じ
め
と
す

る
歴
代
藩
主

と
そ

の

一
族

の
墓
塔
が
立
ち
並

ぶ
壮
大
な

　
　

墓
所
が
あ
る
。

こ
の
法
然
寺

の
浬
葉
堂

に
は
、
"
讃
岐

の
寝
釈
迦
"
と
し
て
知
ら
れ
る
大
浬
葉
像
を
中
心
に
、
絵
画

の

「
浬
繋
図
」
を
そ
の
ま
ま
立
体
化

し
た
群
像
を

は
ヨ

見
る

こ
と
が
で
き
る
。
お
そ
ら
く
全
国

に
類
例

の
な

い
稀
有

の
遺
構

で
あ
り
遺

品
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
亀

の
小
像
を
見

る
こ
と
が
で
き
る

(
図
版
表

紙
)。

こ
の
紹
介
を
最
後

に
、
長

い
旅
を

つ
づ
け
た
小
稿
の

「
亀
朕
を
も

つ
石
碑

の
系
譜
」
を
欄
筆
す
る
こ
と
に
し
た

い
。
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3

注

のσ

中
野
玄

三
氏

『浬
禦
図

』
(
『
日
本

の
美
術
』
第

二
六
八
号
、

昭
和
六
三
年
刊
)

法
然
寺

の
高
松
藩
主
松
平
家
墓
所

に
つ
い
て
は
、
松
平
公
益
会

お
よ
び
法
然
寺

の
ご
承
諾
と
高
松
市
立
歴
史

資
料
館

の
ご
協
力
を
得

て
、
平
成
五
年
度
よ
り
調
査
を
行
な

っ

て

い
る
。
そ

の
成
果
は
次
年
度

の
本
論
集

に
報
告
す
る
予
定

で
あ
る
。

仏
生

山
法
然
寺

の
沿
革

・
伽
藍

お
よ

び
宝
物

に

つ
い
て
は
、

大
槻
幹
郎
氏

が

「
仏
生
山
法
然
寺

と
そ

の
秘
宝
」

(平
凡
社
刊

『讃
岐

の
秘
宝
』
、
昭
和
六
〇
年

)、
『
仏
生
山
法

然
寺

の
名
宝
展
』
(
高
松
市
歴
史
資
料
館
刊
、
平
成
四
年

)

に
く
わ
し
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
。


